
財政状況を公表します
新城市職員の給与などを公表します
わが家の耐震対策
お知らせ
保健センターお知らせ
文化イベント情報
こんにちは赤ちゃん
12月の夜間緊急医

http：//www.city.shinshiro.lg．jp
E-mail  info@city.shinshiro.lg．jp

《主な内容》
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ガーデニング＆押し絵入門教室【西】

アイデア教室【は】

アイデア教室【は】

仕事納め

クリスマス

天皇誕生日

冬至

大雪

ちびっこクリスマス会【西】

お正月飾りしめ縄教室【西】

絵本の読み聞かせ【文】（図）

聞いてください私の話
鉄砲手入れ（～4日）【資】絵日記教室【西】

奥三河の戦国展（10/25～12/4）【資】

自然を楽しく学ぶ学習会【博】

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

体育室親子無料開放【青】

ふれあいひろば（東新町公民館）

中学生芸術鑑賞教室【文】

郷土研究会【体】　絵日記教室【西】

鉄砲隊の火縄銃展（～1/22）【資】

小学生芸術鑑賞教室【文】

料理教室【青】

料理教室【青】

市民環境講座【勤】

設楽原ミニ講座【資】

鳳来中部小学校（鳳来地区）

大空へキジ放鳥

　10月21日（金）、鳳来中部小学校の校庭で、

新城市猟友会が4年生児童45人と一緒に、キジ

40羽を秋空に向かって放ちました。

　年々減少傾向の国鳥キジを増やそうと、県猟

友会の補助を受け、毎年秋に旧新城市内の各小

学校で行っていましたが、今年は合併にともな

い、初めて鳳来地区の小学校で行いました。

　猟友会はこの日、禁猟区などに生後6カ月の

成鳥のキジ60羽とヤマドリ40羽を放鳥しまし

た。鳳来中部小学校の児童たちは、佐藤勝彦会

長からキジなどこの地域の野鳥について説明を

受けたあと、会員からキジを1羽ずつ手渡され

ました。初めてキジを手にした児童たちは、「カ

ワイイ」「あったかい」といいながら、こわご

わながらもしっかりと両手で包み、会員の合図

で一斉に大空へ放鳥しました。

お正月飾りしめ縄教室【西】

合併記念式典【文】

今月の人口
平成17年11月1日現在（前月比）

総人口……52,888人（－36）

男…………25,895人（－18）

女…………26,993人（－18）

世帯数…16,160世帯（＋　2）

大晦日

年末の交通安全
県民運動（～10日）

障害者週間
（～9日）

人権週間（～10日）

世界人権デー

障害者の日

【文】文化会館・【青】青年の家・【体】市民体育館・【西】西部公民館・【資】歴史資料館

【は】はつらつセンター・【博】鳳来寺山自然科学博物館・【勤】勤労青少年ホーム
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主
催
の
親
子
農
業
体
験
が
行
わ
れ
、
地
区
内

外
か
ら
42
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
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り
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し
た
。
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も
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が
ら
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手
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ピ
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作
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た
り
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意
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つ
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い
も
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げ
や
、
四
角
豆
の
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揚
げ
を
食
べ
た
り
し
て
、
働
い
た
後
の
お
腹
を
満
た
し

ま
し
た
。
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 今年で2回目の開催となる「新城ラリー2005」が、10

月15・16日の両日で、桜淵公園を中心に開催されまし

た。ラリーカーの展示会場とコース会場の大原調整池

周辺では、往年の名車にカメラを向ける観覧者が後を

絶ちませんでした。市内を始め県外から新城を訪れた

観覧者は、2日間で3,400人に上りました。

 10月2日（日）、愛郷上島田地区の棚田で稲刈りが行

なわれました。

 都市部の住民に稲作体験をしてもらおうと、休耕地

だったこの棚田を地元農家が復元し棚田オーナーの

募集をしたところ、名古屋市や岡崎市などから4家族

が参加して農作業に汗を流すことになりました。

　参加したオーナーの方たちは、なれない手つきな

がらも鎌をふるい、黄金色に実った稲を次々とはざ

に掛けていきました。

　日々の水の管理などを行ってきた地元農家も、都

会のひとたちとの新しい出会いや交流ができてにっ

こり。この稲作体験が、地元の活性化と遊休農地の

解消、そして棚田の保全につながるひとつの方法に

なると喜んでいました。

豪快な走りと名車に
ついうっとり

鳳来地区

鳳来地区

新城地区

　10 月 23日（日）、長篠西地区の荏柄天神社で、天

神様のお祭りが行われました。

　この荏柄天神社は、古くは、荏柄天満宮といわれ、

大宰府天満宮や北野天満宮と並ぶ三天神に数えられ、

800 年の歴史をもつ由緒ある天神様です。源頼朝

が鎌倉の荏柄の地に草創したことからはじまり、

足利尊氏や一族も尊崇しました。

　足利氏が一族の四天王と言われた一色氏に祭祀

を委任してからは、一色氏の所領替えにともなっ

てこの長篠の地へ移されました。

　平成 4 年に拝殿が改築されましたが、神殿は覆

殿の中にあって、何百年もの風雪から護られ、御

神体とともに今日に伝えられています。

　この由緒正しい天神社には、学問の神様「菅原

道真公」が祀られ、「学業成就」「合格祈願」など

に訪れる方々がいます。

　　　　　　　（文・写真／長篠地区情報通信員　鈴木孝行）

学業成就・合格祈願は
荏柄天神へ

棚田オーナーの
稲刈り体験

たかうじ

だ　ざ い　ふ

え 　が ら

そうそう

さい しいっ しき し

おおい

でん



　10月9日（日）、博物館では、長篠の医王寺山

周辺で野外学習会「きのこを調べよう」を開

催しました。新城市を中心に豊川、豊橋方面

や遠くは名古屋、尾張旭からも家族での参加

があり、58人が熱心にきのこを学びました。

　今年はきのこの発生が遅れ気味でしたが、

食用になるウスヒラタケや鮮やかなオレンジ

色のハナガサイグチ、猛毒のフクロツルタケ

など、96種の野生きのこを観察することがで

きました。

　10月15日（土）、生態系に影響を及ぼす外来

種を駆除して日本古来の在来種を守るため、

富永地内の川上池で地元住民と環境課職員が

池の調査を行いました。

　この池でブラックバスやブルーギルの外来

種約60キロを捕まえ、駆除しました。参加し

た人たちは、外来種の予想外の多さに驚いて

いました。

　今年度も10月から計8回シリーズで、子育て教室が始

まりました。

　第1回目は、10月14日（金）作手保健センターで、保育

士の中谷昌美さんを講師にお迎えして、“親子で運動遊び”

をテーマに、運動会ごっこを大人14人、子ども18人で楽

しみました。

　年齢の違う子どもたちの運動会とあって、できること

はそれぞれ違いますが、元気にリズム遊びや、手作り玉

入れ、トンネルくぐりと走り回り、親と子のふれあいを

楽しみました。

みんなできのこを
調べよう！

親子で運動遊び
を楽しもう!

えっ！こんなに
いるの外来種

ミニコンサートと
秋の味覚を満喫

鳳来地区

新城地区

作手地区

新城地区

新城市で開催されたイベントや地域の
話題などを紹介します。皆さんから寄
せられる情報をおまちしています。

秘書広報課　�23-7623

森野依里香さん（6年）

　「炭火焼きなので香りがよくて、

　　　　家で食べるよりおいしかったです」

　10月19日（水）、舟着小学校の体育館では佐津川文美

代さん（塩沢）の伴奏で、ミニコンサートを行いました。

児童、保護者135人はミニコンサート終了後、校庭で脂

ののったサンマを炭火で焼いて、秋の味覚を味わいま

した。

つ か
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成
16
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度
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状
況
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（
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4
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年
3
月
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お
知
ら
せ
し
ま
す
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今
回
は
、10
月
1
日
に
合
併
を
し
た
た
め
、

旧
市
町
村
ご
と
に
公
表
し
ま
す
。
�

一
般
会
計
の
決
算

　 歳　　　入　

市（町　村）税

市（町村）民税

固定資産税

都市計画税

そ の 他

地 方 交 付 税

市（町　村）債

国 庫 支 出 金

諸　　収　　入

分担金及び負担金

県　支　出　金

繰　　越　　金

そ　　の　　他

内
　
　
訳

予算現額

旧新城市

収入済額

47億2,791万円

16億9,405万円

25億2,689万円

2億4,421万円

2億6,276万円

22億円

21億9,760万円

9億655万円

7億1,483万円

6億1,674万円

5億8,022万円

5億4,753万円

14億9,985万円

48億6,650万円

17億9,615万円

25億5,480万円

2億4,592万円

2億6,963万円

22億288万円

21億8,720万円

8億2,612万円

7億572万円

6億1,908万円

5億4,652万円

5億4,866万円

15億2,788万円

予算現額

旧鳳来町

収入済額

12億6,144万円

4億3,073万円

7億1,769万円

1億1,302万円

20億1,684万円

7億7,850万円

2億3,895万円

1億3,515万円

5,149万円

3億468万円

2億9,107万円

12億4,791万円

12億7891万円

4億6,047万円

7億509万円

1億1,335万円

20億4,253万円

7億7,300万円

2億2,090万円

1億5,405万円

5,136万円

2億9,905万円

2億9,107万円

11億5,381万円

予算現額

旧作手村

収入済額

3億90万円

9,716万円

1億8,592万円

1,782万円

10億6,725万円

3億9,930万円

8,062万円

3,751万円

1,389万円

1億4,716万円

1億1,453万円

4億9,849万円

3億2,491万円

1億827万円

1億9,869万円

1,795万円

11億762万円

3億9,930万円

7,968万円

3,877万円

1,360万円

1億4,500万円

1億1,475万円

5億2,238万円

《
旧
新
城
市
》
� 
 

　
基
盤
整
備
と
し
て
都
市
計
画
街
路
栄

町
線
の
推
進
と
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ

ン
タ
ー
、
ま
た
千
郷
小
学
校
プ
ー
ル
の

整
備
事
業
を
進
め
る
一
方
、
少
子
化
対

策
の
充
実
を
目
指
し
、
就
学
前
幼
児
の

「
医
療
費
無
料
化
」
、
子
育
て
支
援
事

業
の
充
実
、
学
童
保
育
所
の
増
設
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
「
安
全

安
心
市
民
会
議
」
の
開
催
、
市
民
体
育

館
・
保
育
園
の
耐
震
補
強
工
事
の
実
施

と
と
も
に
木
造
個
人
住
宅
の
耐
震
診
断
、

耐
震
補
強
工
事
助
成
事
業
を
実
施
し
、

安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
し
た
。
� 
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簡
易
水
道
の
拡
張
事
業
（
3
地
区
）
、

道
路
改
良
（
3
路
線
）
な
ど
生
活
環
境
の

基
盤
整
備
を
継
続
し
て
実
施
す
る
一
方
、

児
童
館
屋
外
遊
具
整
備
事
業
を
は
じ
め

と
す
る
少
子
化
、
子
育
て
対
策
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
施
設
の
耐

震
補
強
関
連
工
事
や
木
造
住
宅
の
無
料

耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
化
改
修
費
の
補

助
、
家
屋
の
転
倒
防
止
用
具
の
支
給
助

成
、
指
定
避
難
場
所
へ
の
保
存
食
、
毛

布
、
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
の
備
蓄
な
ど
の

地
震
防
災
対
策
の
強
化
を
し
ま
し
た
。
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《
旧
作
手
村
》
� 
 
 
 

　
第
５
次
作
手
村
総
合
計
画
「
地
域
発
、

夢
お
こ
し
宣
言
〜
自
ら
興
す
村
づ
く
り
」

の
基
本
構
想
に
基
づ
き
児
童
福
祉
施
設

（
保
育
所
、
子
育
て
支
援
）
用
地
購
入
お

よ
び
造
成
事
業
、
村
営
住
宅
建
設
事
業

（
和
田
）
、
涼
風
の
里
整
備
事
業
、
自
主

防
災
会
育
成
事
業
、
防
災
資
機
材
の
整

備
事
業
、
森
林
公
園
整
備
事
業
、
花
回

廊
整
備
事
業
、
乳
幼
児
か
ら
小
学
校
卒

業
ま
で
「
ブ
ッ
ク
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
事
業
、

巴
地
区
の
農
業
集
落
排
水
事
業
等
を
実

施
し
、
住
民
と
行
政
の
協
働
で
村
づ
く

り
を
す
す
め
ま
し
た
。
� 
 
 
 

　歳　　　出　

民 　 生 　 費

公 　 債 　 費

衛 　 生 　 費

総 　 務 　 費

土 　 木 　 費

教 　 育 　 費

消 　 防 　 費

商 　 工 　 費

農 林 水 産 業 費

そ 　 の 　 他

予算現額

旧新城市

収入済額

29億7,195万円

20億6,725万円

17億6,712万円

17億3,525万円

17億6,302万円

13億7,282万円

9億5,239万円

5億7,963万円

5億402万円

2億7,778万円

27億8,479万円

20億5,957万円

17億3,411万円

16億8,131万円

16億6,316万円

13億4,324万円

9億3,656万円

5億7,338万円

4億9,438万円

2億5,992万円

予算現額

旧鳳来町

収入済額

15億4,439万円

10億2,251万円

5億8,183万円

6億8,488万円

3億6,321万円

7億3,882万円

3億3,673万円

5億1,731万円

3億5,983万円

1億7,652万円

13億5,121万円

10億2,054万円

5億7,162万円

6億6,820万円

3億5,641万円

7億2,860万円

3億3,445万円

5億1,023万円

3億5,212万円

1億5,353万円

予算現額

旧作手村

収入済額

4億3,538万円

4億5,096万円

2億2,658万円

5億9,500万円

1億8,899万円

1億9,186万円

　　9,974万円

　　2,238万円

3億3,837万円

1億1,039万円

4億2,498万円

4億4,876万円

2億2,245万円

5億7,813万円

1億8,467万円

1億8,547万円

　　9,706万円

　　2,171万円

3億3,105万円

1億437万円



資産の部

有形固定資産

投 資 等

流動資産

旧 新 城 市

平成16年度末� 　　対前年度増減額

負債の部

正味財産（資産－負債）

固定負債

流動負債

447億5,732万円

420億4,670万円

7億2,964万円

500万円

7億3,817万円

10億4,929万円

1億8,852万円

157億1,008万円

103億4,991万円

―　　　

42億1,282万円

11億4,735万円

290億4,724万円

△2億2,686万円

△1億1,627万円

891万円

―　　　

△2,137万円

△1億102万円

289万円

4億6,005万円

9億9,409万円

―　　　

7,725万円

△6億1,129万円

△6億8,691万円

投資及び出資金

貸 付 金

基 金

現 金 ・ 預 金

未 収 金

地 方 債

債 務 負 担 行 為

退職給与引当金

旧新城市

総合計
307億5,259万円

総合計
292億8,052万円

総合計
294億6,673万円

国民健康保険特別会計●25億9,450万円

予算額

一般会計合計
　139億9,123万円

特別会計合計
　88億6,426万円

企業会計合計
　78億9,710万円

公共下水道事業特別会計●8億7,811万円

地域下水道事業特別会計●838万円

新城市民病院事業会計●66億3,042万円

水道事業会計●12億5,657万円 工業用水道事業会計●1,011万円

老人保健特別会計●30億2,733万円

国民健康保険特別会計●26億8,378万円

収入額

一般会計合計
　140億3,056万円

特別会計合計
　89億1,853万円

企業会計合計
　65億1,764万円

公共下水道事業特別会計●8億7,868万円

地域下水道事業特別会計●777万円

新城市民病院事業会計●
55億9,752万円

水道事業会計●9億745万円 工業用水道事業会計●
1,267万円

老人保健特別会計●30億2,053万円

農業集落排水事業特別会計●2億870万円

介護保険事業特別会計●17億1,480万円

各財産区会計●4億427万円

国民健康保険特別会計●25億1,003万円

支出額

一般会計合計
　135億3,042万円

特別会計合計
　82億9,452万円

企業会計合計
　74億5,558万円

公共下水道事業特別会計●8億7,503万円

地域下水道事業特別会計●754万円

新城市民病院事業会計●
63億1,260万円

水道事業会計●11億3,347万円 工業用水道事業会計●951万円

老人保健特別会計●29億3,164万円

農業集落排水事業特別会計●1億9,218万円

介護保険事業特別会計●16億9,095万円

各財産区会計●8,715万円

農業集落排水事業特別会計●2億775万円

介護保険事業特別会計●17億5,408万円

各財産区会計●3億9,411万円

旧
新
城
市



資産の部

有形固定資産

投 資 等

流動資産

旧 鳳 来 町

平成16年度末� 　　対前年度増減額

負債の部

正味財産（資産－負債）

固定負債

流動負債

投資及び出資金

貸 付 金

基 金

現 金 ・ 預 金

未 収 金

地 方 債

債 務 負 担 行 為

退職給与引当金

資産の部

有形固定資産

投 資 等

流動資産

旧 作 手 村

平成16年度末� 　　対前年度増減額

負債の部

正味財産（資産－負債）

固定負債

流動負債

投資及び出資金

貸 付 金

基 金

現 金 ・ 預 金

未 収 金

地 方 債

債 務 負 担 行 為

退職給与引当金

旧作手村

旧鳳来町

旧
作
手
村

旧
鳳
来
町

収入額

支出額

予算額

収入額

支出額

予算額

総合計
113億1,288万円

国民健康保険特別会計●
11億2,783万円

一般会計合計
　63億2,603万円

特別会計合計
　49億8,685万円

大野簡易水道事業●2,642万円簡易水道事業会計●
10億8,768万円

老人保健特別会計●
16億2,070万円

農業集落排水事業
特別会計●1,666万円

介護保険事業特別会計●
10億4,123万円

各財産区会計●
6,634万円

総合計
111億4,183万円

国民健康保険特別会計●
11億1,525万円

一般会計合計
　62億6,468万円

特別会計合計
　48億7,715万円

大野簡易水道事業●5,194万円簡易水道事業会計●
10億8,044万円

老人保健特別会計●
15億2,575万円

農業集落排水事業
特別会計●1,527万円

介護保険事業特別会計●
10億1,181万円

各財産区会計●
7,669万円

総合計
107億5,488万円

国民健康保険特別会計●
10億3,307万円

一般会計合計
　60億4,691万円

特別会計合計
　47億797万円

大野簡易水道事業●1,516万円簡易水道事業会計●
10億7,950万円

老人保健特別会計●
15億2,007万円

農業集落排水事業
特別会計●1,527万円

介護保険事業特別会計●
9億8,362万円

各財産区会計●
6,128万円

総合計
42億7,223万円

国民健康保険特別会計●
3億1,636万円

一般会計合計
　26億5,965万円

特別会計合計
16億1,258万円

宅地造成事業特別会計●1億1,642万円簡易水道事業会計●
1億860万円

国民健康保険診療所
特別会計●1億9,384万円

老人保健特別会計●
4億1,806万円

農業集落排水事業
特別会計●2億3,547万円

介護保険事業特別会計●
2億2,383万円

総合計
43億7,476万円

国民健康保険特別会計●
3億3,706万円

一般会計合計
　27億4,601万円

特別会計合計
16億2,875万円

宅地造成事業特別会計●1億1,685万円
簡易水道事業会計●

1億720万円

国民健康保険診療所
特別会計●1億9,922万円

老人保健特別会計●
4億893万円

農業集落排水事業
特別会計●2億3,483万円

介護保険事業特別会計●
2億2,466万円

総合計
41億3,662万円

国民健康保険特別会計●
2億7,932万円

一般会計合計
　25億9,865万円

特別会計合計
15億3,797万円

宅地造成事業特別会計●1億1,609万円
簡易水道事業会計●

1億612万円

国民健康保険診療所
特別会計●1億9,195万円

老人保健特別会計●
4億271万円

農業集落排水事業
特別会計●2億2,855万円

介護保険事業特別会計●
2億1,323万円

246億4,913万円

225億2,460万円

3,532万円

4,300万円

8億7,667万円

10億9,623万円

7,331万円

74億5,919万円

55億1,709万円

―　　　

12億3,642万円

7億568万円

171億8,994万円

△11億657万円

△4億9,998万円

△2,000万円

―　　　

△2億6,034万円

△3億3,444万円

819万円

2億4,052万円

6,732万円

―　　　

3億6,536万円

△1億9,216万円

△13億4,709万円

110億4,662万円

84億9,145万円

1億6,103万円

8億9,445万円

6億9,353万円

7億9,490万円

1,126万円

35億4,845万円

27億4,678万円

―　　　

4億3,459万円

3億6,708万円

74億9,817万円

△3億9,835万円

△3億8,373万円

△393万円

1億194万円

5,888万円

△1億7,139万円

△12万円

△8,917万円

3,222万円

　　―　　　

△1億110万円

△2,029万円

△3億918万円



　職員の給与などは、地方自治法および地方公務員法の規定に基づく市の条例で定められており、平成17年4

月1日の状況は次のとおりです。�           

　なお、この10月1日に旧新城市、旧鳳来町、旧作手村が合併し、新たに新城市として誕生したことから、旧

市町村の状況をそれぞれ公表します。�           

人件費の状況（平成16年度、普通会計決算）

※人件費には、特別職に支給される給料・報酬などを含みます。

職員給与費の状況（平成17年度、普通会計予算）

平均給料月額・平均給与月額の状況および平均年齢

経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

※職員手当には、退職手当を含みません。給与費は当初予算に計上されたものです。

※国の数値は、平成16年4月1日の状況です。愛知県下市平均は名古屋市を除いたものです。

区　分
住民基本台帳
人　　　　口

（旧）新城市

（旧）鳳来町

（旧）作手村

36,187人 127億7684万円 4億7134万円 36億0276万円 28.20% 27.40%

13,609人 58億1321万円 2億1769万円 12億8912万円 22.18% 21.01%

3,264人 25億5005万円 1億4690万円 6億2721万円 24.60% 24.86%

歳 出 額（ A ） 実 質 収 支 人 件 費（ B ） 人件費率（B/A）

区　分
給　　　与　　　費

一　般　行　政　職

区　　　　分� 　　　　 （旧）新城市� （旧）鳳来町� （旧）作手村� 　　　 国�　　　　  愛知県下市平均�

技　能　労　務　職

職員数（A）

（旧）新城市

（旧）鳳来町

（旧）作手村

区　分

（旧）新城市

一般行政職

（大学卒）

一般行政職

（高校卒）

（旧）鳳来町

（旧）作手村

455人 15億7440万円 4億5621万円 6億7771万円 27億0832万円 595万円

151人 5億5634万円 1億2092万円 2億3351万円 9億1077万円 603万円

76人 2億7179万円 4908万円 1億1586万円 4億3673万円

340,300円�

320,500円�

322,400円�

327,555円�

356,226円�

171,100 

255,400 

308,600 

348,600 

143,300 

221,100 

260,900 

308,600 

170,700 

249,200 

301,300 

334,000 

138,800 

213,300 

255,400 

308,600 

170,700 

249,200 

301,300 

328,400 

138,800 

213,300 

255,400 

301,300 

170,700 

－�

－�

－�

143,300 

－�

－�

－�

176,635 

－�

－�

－�

143,177 

－�

－�

－�

初任給�

経験年数10年�

経験年数15年�

経験年数20年�

初任給�

経験年数10年�

経験年数15年�

経験年数20年�

417,812円�

374,301円�

375,058円�

43.05歳�

42.04歳�

42.04歳�

40.02歳�

43.11歳�

246,400円�

236,000円�

262,100円�

283,384円�

293,309円�

283,745円�

269,114円�

286,245円�

51.07歳�

52.06歳�

52.01歳�

47.09歳�

47.04歳�

575万円

給　料 職員手当

平均給料月額　　　平均給与月額� 　 平均年齢�  平均給料月額�  平均給与月額�  　平均年齢�

国

愛知県下市平均

期末・勤勉手当 計（B）

一人あたりの�
給与費（B/A）

－�

－�

－�

－�

1 5 年 度 の
人件費比率



※（旧）新城市は9級制、（旧）鳳来町は8級制、（旧）作手村は7級制の給料表を使用していました。

※退職手当の平均支給額は、16年度中に退職した全職種の平均です。

※定員適正化計画については、10月1日に３市町村が合併したことにより、新たに策定を行うこととなっていますので、策定後、公表することとなります。

※職員手当には、この他に管理職手当、扶養手当、調整手当、住居手当、通勤手当、時間外勤務手当などがあります。

一般行政職の級別職員数

職員手当の状況

特別職の報酬などの状況

定員適正化計画の数値目標などの状況

区　　分�　　　　  1級� 　2級� 　3級� 　4級� 　5級� 　6級� 　7級� 　8級� 　9級� 　 計

主事・技師�    　　　主任　　　係長　　副課長� 　　　　 部長

書記　　主事補� 主事� 主査� 　係長　　管理補佐

主事補� 　主事� 　主任� 　主査� 　係長� 　主専� 　課長

期末� 勤勉� 期末� 　勤勉� 　期末� 　勤勉� 　期末� 　勤勉

自己都合�定年・勧奨�自己都合　定年・勧奨�　自己都合�　定年・勧奨�　自己都合　定年・勧奨

（旧）新城市

（旧）鳳来町

（旧）作手村

区　　　　分� 　　　　 　　　　　（旧）新城市� 　（旧）鳳来町� 　（旧）作手村� 　　　　 国�

（旧）新城市� 　　　　　（旧）鳳来町� 　　　　　　（旧）作手村

期末・勤勉手当�

（16年度支給割合）

退職手当支給割合など�

（17年4月1日現在）

6月期� 

12月期� 

計� 

職制上の段階、職務の級別加算措置

職務内容

職員数

構成比

職務内容

職員数

構成比

職務内容

職員数

構成比

1.40 

1.60 

3.00 

1095万円（20年）

21.0000 

33.7500 

41.2500 

59.2800 

27.3000 

42.1200 

51.4800 

59.2800 

21.0000

33.7500

41.2500

59.2800

27.3000 

42.1200 

51.4800 

59.2800 

21.0000 

33.7500 

41.2500 

59.2800 

27.3000 

42.1200 

51.4800 

59.2800 

21.0000 

33.7500 

41.2500 

59.2800 

27.3000 

42.1200 

51.4800 

59.2800 

0.70 

0.70 

1.40 

1.40 

1.60 

3.00 

0.70 

0.70 

1.40 

1.40 

1.60 

3.00 

0.70 

0.70 

1.40 

1.40 

1.60 

3.00 

0.70 

0.70 

1.40 

部次長
課長

8　　　　 19 　　　36 　　　 31 　　　　12 　　　46　　　 29 　　　 32 　　　　9 　　　222

3.6　　　 8.6 　　　16.2　　 14.0  　　　5.4 　　　20.7 　　　13.1 　　 14.4 　　　4.0 　　 100.0 

1　　　　 8 　　　　7　　　 9　　　　 4 　　　　14 　　　10 　　　　　　　　　　　　  53

1.9 　　　15.1 　　　13.2　　　 17.0  　　 7.5　　　 26.4　　 18.9  　　　　　　　　　　　 100.0 

2　　　　 10 　　　20 　　　 17 　　　 28 　　　　7　　　 　3　　　　8　　　　　　　　　95

2.0  　　　10.5　　　21.1 　　 17.9 　　　29.5 　　　7.4 　　　3.2 　　　8.4  　　　　　　　100.0 

課長
主幹

課長
主幹

勤続20年� 

勤続25年� 

勤続30年� 

最高限度� 

その他の加算� 

退職時特別昇給� 

16年度中平均支給額
（平均勤続年数） 

単位：月分

単位：月分

有� 　　　　 有� 　　　　  有� 　　　　　 有�

定年前早期退職特別措置�
（2～20％加算）

定年前早期退職特別措置�
（2～20％加算）

定年前早期退職特別措置�
（2～20％加算）

定年前早期退職特別措置�
（2～20％加算）

― ― ― ―

― ― ―

区　　　　分

給　料

報　酬

市長・町長・村長�

助　役�

収入役�

議　長�

副議長�

議　員�

給料月額等�

925,000 

775,000 

711,000 

489,000 

409,000 

372,000 

給料月額等�

760,000 

630,000 

570,000 

330,000 

240,000 

220,000 

給料月額等�

700,000 

580,000 

550,000 

280,000 

210,000 

180,000 

期末手当 期末手当 期末手当

6月期�

　1.60月分

12月期

　1.70月分

6月期�

　1.60月分

12月期

　1.70月分

6月期�

　1.60月分

12月期

　1.70月分

6月期�

　1.60月分

12月期

　1.70月分

6月期�

　1.60月分

12月期

　1.70月分

6月期�

　1.60月分

12月期

　1.70月分



※職員数は一般職に属する職員であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

定員の状況

（旧）新城市

（旧）鳳来町

（旧）作手村

（旧）新城市

（旧）鳳来町

（旧）作手村

（旧）新城市

（旧）鳳来町

（旧）作手村

（旧）新城市

（旧）鳳来町

（旧）作手村

（旧）新城市

（旧）鳳来町

（旧）作手村

（旧）新城市

（旧）鳳来町

（旧）作手村

（旧）新城市

（旧）鳳来町

（旧）作手村

（旧）新城市

（旧）鳳来町

（旧）作手村

（旧）新城市

（旧）鳳来町

（旧）作手村

（旧）新城市

（旧）鳳来町

（旧）作手村

（旧）新城市

（旧）鳳来町

（旧）作手村

（旧）新城市

（旧）鳳来町

（旧）作手村

（旧）新城市

（旧）鳳来町

（旧）作手村

（旧）新城市

（旧）鳳来町

（旧）作手村

（旧）新城市

（旧）鳳来町

（旧）作手村

（旧）新城市

（旧）鳳来町

（旧）作手村

（旧）新城市

（旧）鳳来町

（旧）作手村

（旧）新城市

（旧）鳳来町

（旧）作手村

（旧）新城市

（旧）鳳来町

（旧）作手村

（旧）新城市

（旧）鳳来町

（旧）作手村

一般行政

部　　門

特別行政

部　　門

公営企業

会計部門

4

3

1

71

36

17

17

9

4

1

16

13

12

7

7

37

10

4

122

45

16

19

9

6

294

132

60

57

25

15

115

172

25

15

466

157

75

312

11

12

9

1

10

2

18

9

2

352

18

16

818

175

91

△ 1

2

△ 1

△ 1

1

1

△ 1

1

△ 2

△ 3

△ 2

△ 3

△ 1

△ 2

△ 1

2

2

△ 1

0

△ 1

△ 2

△ 2

3

3

0

0

2

△ 2

△ 2

4

3

1

71

38

19

17

9

4

1

16

12

12

8

8

35

9

5

120

44

14

19

9

5

291

132

60

57

25

14

118

175

25

14

466

157

74

317

10

12

9

1

10

2

19

9

3

358

18

16

824

175

90

2

2

△ 1

1

1

△ 2

△ 1

1

△ 2

△ 1

△ 2

△ 1

△ 3

0

0

△ 1

3

3

0

△ 1

0

0

△ 1

5

△ 1

1

1

6

0

0

6

0

△ 1

4

3

1

71

37

18

17

9

4

1

15

13

12

8

7

33

9

5

120

41

16

18

9

6

287

128

62

54

24

15

119

173

24

15

460

152

77

313

10

11

9

1

10

2

19

9

3

353

18

16

813

170

93

△ 1

△ 1

△ 1

1

△ 1

△ 2

△ 3

2

△ 1

1

△ 4

△ 4

2

△ 3

△ 1

1

1

△ 2

△ 1

1

△ 6

△ 5

3

△ 4

△ 1

△ 5

0

0

△ 11

△ 5

3

区　　　　分

議　会

総　務

税　務

労　働

農林水産

商　工

土　木

民　生

衛　生

（小計）

教　育

消　防

（小計）

病　院

水　道

下水道

その他

（小計）

部　　門

（合　計）

旧市町村

職　　員　　数

17年度の増減の理由15年度�
　職員数　　増　減

16年度�
　職員数　　増　減

17年度�
　職員数　　増　減

県への派遣中止
運転手減�

ほ場整備事業の減
イベント開催

施設への派遣の中止

公共事業などの減

へき地保育所の閉園
保育士欠員補充

衛生補助員補充

退職者不補充など
寄宿舎廃止
事務量の増

退職者不補充など

事務合理化による減

統合による減

広域消防の充実

（普通会計 計）



商工業振興資金

通常資金 特別小口資金

新城市短期
特別小口資金

起業者支援資金 事業転換支援資金

新城市勤労者
住宅資金

新城市起業者支援資金

　　　　　　　　　　　　　　中小企業退職金共済等加入促進補助金交付制度

　　　　　　市では、商工業振興資金（特別小口資金）の融資を受けられた方に信用保証料補助を行います。

・補助対象者…市内に住所又は所在地があり、かつ市内で事業を営んでいる中小企業者で、特別小口資金融資にかかる

　　　　　　　信用保証料を支払った方。

・補 助 金 額…信用保証料の2分の1（その額に100円未満の端数が生じたときは、その端数を切捨てた金額）

・補助限度額…8万円

　市では、中小企業者の退職金共済への加入促進と、従業員の福祉増進および中小企業の振興を図るため、退職金共済に新規加入する中小

企業者に対し、掛金の補助を行います。

補助金対象退職金共済�中小企業退職金共済�特定退職金共済（商工会が取り扱うもののみ）

補 助 対 象 者�市内に事業所または事務所がある方で、中小企業退職金共済法に基づくもの

　　　　　　　　　　�新規に共済契約者となった方で、退職金共済掛金を支払った方�市税を完納している方

補 助 金 額�中小企業退職金共済は、納付した掛金に3分の2を乗じて得た金額

補 助 金 対 象 期 間�新規加入後12カ月間

問い合わせ・申し込み

制度名

融資対象

融資金額

融資期間

資金使途

連 　 帯
保 証 人

保 証 料

担　　保

年 利 率

市内に事業所が

ある従業員数50

人（商業、サービ

ス業30人）以下

の個人または法

人

市内に事業所が

ある従業員数20

人（商業、サービ

ス業5人）以下の

個人または法人

市内に事業所が

ある従業員数20

人（商業、サービ

ス業5人）以下の

個人または法人

市内において自らが

居住するための住宅

を求める方で、現在

の事務所に1年以上

勤務している勤労者

市内に居住し、

市内で独立開業

する個人または

法人で、開業ま

でに必要な許認

可等を取得でき

る年齢満25歳以

上の方。

従業員数

製造業、建設業

20人以下

商業、サービス業

5人以下

市内に居住し、

市内で継続して

3 年以上同一の

事業を営む個人

または法人で、

事業転換までに

必要な許認可等

を取得できる方。

従業員数

製造業、建設業

50 人以下

商業、サービス

業 30 人以下

5,000万円以内 1,250万円以内 500万円以内 750万円以内

新築、増築、土地付

新築住宅

　　　1,000万円以内

土地付中古住宅

　　　 700万円以内

改築、住宅用地購入

　　　 500万円以内

運転　7年以内

設備　7年以内

運転　5年以内

設備　7年以内
1年以内 1年以内

25年以内（ただし、改築

は10年、土地付中古住

宅は耐用年数の範囲

3年　1．4％

5年　1．4％

7年　1．5％

　（固定）

個人　1人以上

法人　2人以上

（代表者を含む）

個人　1人以上

法人　2人以上

（代表者を含む）

1人以上もしくは

住宅ローン

個人　1人以上

法人　2人以上

（代表者を含む）

※無担保・無保

　証人制度あり

個人　1人以上

法人　2人以上

（代表者を含む）

※無担保・無保

　証人制度あり

3年　1．4％

5年　1．4％

7年　1．5％

　（固定）

1．4％

（固定）

（全額補助）

1．4％

（固定）

3.10％

（固定）

事業上の運転資金または設備資金

原則として要

要（2分の1補助） 要 不要 不要

原則として要 原則として要 要

事業上の設備資金のみ
事業上の運転資金

または設備資金

新築、増築、住宅構入、

改築、住宅用地購入

中小企業退職金共済等加入促進補助金交付制度

　市では、中小企業者、勤労者の方への融資制度を設けています。また、信用保証料補助や利子全額補助制度

も設けていますのでご利用ください。

　旧鳳来町や旧作手村の方も対象となります。詳しくは各担当課へご連絡ください。

本庁・商工観光課　� 23‐7634　　鳳来総合支所・観光課　� 32‐1985　　作手総合支所・農政課　� 37‐2211



木
造
住
宅
耐
震
診
断
員
派
遣
事
業

対
象
建
築
物

　
現
在
お
住
ま
い
（
就
寝
す
る
部
屋
が
あ
る
）

　
の
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

　
れ
た
木
造
住
宅
（
在
来
軸
組
構
法
の
戸
建

　
て
、
併
用
住
宅
、
長
屋
お
よ
び
共
同
住

　
宅
で
貸
家
を
含
む
）

診
断
費
用

　
無
料
　
　
　
　

診
断
申
込
者

　
対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者

申
込
書
配
布
場
所

　
本
庁
都
市
計
画
課
、
市
民
課
総
合
窓
口

　
鳳
来
総
合
支
所
建
設
課

　
作
手
総
合
支
所
建
設
課

　
新
城
消
防
署

　
ふ
る
さ
と
情
報
館
（
図
書
館
）

申
込
の
受
付

　
本
庁
都
市
計
画
課
（
仮
庁
舎
１
階
）

　
鳳
来
総
合
支
所
建
設
課

　
作
手
総
合
支
所
建
設
課

木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業

助
成
の
対
象

　
新
城
市
が
行
う
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐

　
震
評
点
が
０．
７
未
満
（
倒
壊
の
危
険
あ

　
り
）
と
判
定
さ
れ
た
住
宅
を
、
１
．

０
以

　
上
（
一
応
安
全
）
と
す
る
補
強
計
画
作

　
成
お
よ
び
補
強
工
事

補
助
金
の
額

・
補
強
計
画
作
成
経
費
（
設
計
）
に
10
万

　
円
を
限
度
と
し
て
補
助

・
補
強
工
事
経
費
（
工
事
）
に
60
万
円
を

　
限
度
と
し
て
補
助

　
あ
す
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

わ
れ
て
い
る
東
海
地
震
（
30
年
以

内
の
発
生
確
率
84
％
）
、
東
南
海

地
震
（
同
50
％
）
で
は
、
新
城
市

の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
震
度
６
弱

以
上
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
は
、
６,
４
３
２
人
の
方
が
亡

く
な
り
、
そ
の
う
ち
約
８
割
の
方

は
自
ら
の
住
宅
の
倒
壊
が
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
昭
和
56

年
以
前
の
木
造
住
宅
に
大
き
な
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
地
震
で
大
き
な
被
害

を
出
さ
ず
、
尊
い
命
を
失
わ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
耐
震
診

断
に
よ
り
自
分
の
家
の
耐
震
性
を

知
り
、
耐
震
補
強
を
す
る
な
ど
必

要
な
備
え
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
生

命
、
財
産
を
地
震
か
ら
守
る
た
め

の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
対
策
事
業

　
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
役
所
本
庁
・
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
　
�
23
‐
7
6
4
0

鳳
来
総
合
支
所
・
建
設
課
　
　
　

　
　
　
　
　
　
�
32
‐
1
9
7
7

作
手
総
合
支
所
・
建
設
課
　
　
　

　
　
　
　
　
　
�
37
‐
2
2
1
1

東海、東南海地震の愛知県の被害想定

東海地震　 東南海地震　東海・東南海同時

（愛知県東海地震・東南海地震等被害予測調査の概要）

人的被害
（人）

建物全壊
（棟）

死者

負傷者

揺れ・液状化

山、がけ崩れ

火災

270

1万2000

1万2000

990

2400

1300

4万7000

6万

2000

1万5000

2400

6万6000

9万8000

3000

4万9000



　
市
の
住
宅
耐
震
事
業
の
進
捗
状
況

は
、
平
成
16
年
度
末
で
耐
震
診
断
は

７
４
５
棟
、
耐
震
改
修
は
５
棟
で
す
。

　
し
か
し
、
東
海
・
東
南
海
地
震
で

大
き
な
被
害
が
予
測
さ
れ
る
旧
基
準

木
造
住
宅
は
、
市
内
に
約
７，
６
０

０
棟
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
木

造
住
宅
の
耐
震
化
は
ま
だ
ま
だ
不
十

分
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
地
震
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
地
震
の
専

門
家
を
招
き
、
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
内
容
は
、
地
震
に
関
す
る
こ
と
、

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
の
制
度
お
よ

び
必
要
性
な
ど
、
啓
発
ビ
デ
オ
の
上

映
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
東
海
地
震
は
、
い
つ
起
き
て
も
お

か
し
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
講
演
会
に
参
加
し
、

地
震
対
策
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

テ
ー
マ

　
「
東
海
地
震
・
東
南
海
地
震
に
備

　
え
た
地
震
防
災
対
策
と
わ
が
家
の

　
耐
震
診
断
」

講
師
　

　
倉
本
　
洋
氏

　
豊
橋
技
術
科
学
大
学
工
学
部
　
　

　
建
設
工
学
系
助
教
授
　

　
専
門
　
耐
震
工
学
・
鉄
筋
コ
ン
ク

　
リ
ー
ト
学
・
合
成
構
造
学

日
時

　
12
月
17
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所

　
新
城
文
化
会
館
　
大
会
議
室

定
員

　
100
人
先
着
順

申
込
方
法

　
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
・

　
ハ
ガ
キ
・
ま
た
は
窓
口
で
受
け
付

　
け
ま
す
。

申
込
期
限

　
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

　
す
。

問
い
合
わ
せ

　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　
建
設
部
都
市
計
画
課

　
�
23
‐
７
６
４
０

　
�
23
‐
７
０
４
７

　
E
メ
ー
ル

 

　to
s
h
i@

c
ity

.s
h
in

s
h
ir

o
.lg

.jp

　
無
料
診
断
・
点
検
を
口
実
に
訪
問
し
、
高
額

な
代
金
の
請
求
や
契
約
を
結
ば
せ
る
販
売
方
法

を
「
点
検
商
法
」
と
い
い
ま
す
。

　
市
の
派
遣
す
る
診
断
員
が
飛
び
込
み
で
診
断

や
改
修
工
事
を
勧
誘
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
訪
問
に
よ
る
改
修
工
事
の
勧
誘
は
、
訪
問
販

売
法
の
適
用
が
あ
る
の
で
、
契
約
後
８
日
以
内

な
ら
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
、
契
約
書
面

に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
記
載
が
な
い
場
合
は
、

８
日
を
過
ぎ
て
い
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が

で
き
ま
す
。

　
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
、
信
頼
で

き
る
地
元
の
建
築
士
、
工
務
店
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
工
事
に
あ
た
っ
て
は
書
面
に
よ

り
契
約
を
交
わ
し
ま
し
ょ
う
。

申
請
の
条
件

　
必
ず
着
手
前
に
申
請
し
、
年
度
内
に
工

　
事
を
完
了
す
る
こ
と
。

申
請
の
受
付

　
本
庁
都
市
計
画
課
（
仮
庁
舎
１
階
）

　
鳳
来
総
合
支
所
建
設
課

　
作
手
総
合
支
所
建
設
課

耐
震
補
強
市
内
施
工
推
進
事
業

助
成
の
対
象

　
木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業
の
補
強
工

　
事
を
、
市
内
業
者
が
施
工
す
る
も
の
に

　
限
る
。

補
助
金
の
額

　
補
強
工
事
経
費
60
万
円
を
超
え
た
額
の

　
２
分
の
１
で
５
万
円
を
限
度
と
し
て
補
助

申
請
の
受
付

　
本
庁
商
工
観
光
課（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
内
）

　
鳳
来
総
合
支
所
観
光
課

　
作
手
総
合
支
所
経
済
課

く
ら
も
と
　
　

ひ
ろ
し

愛知県愛知県

東南海地震の
想定震源域
東南海地震の
想定震源域

東海地震の
想定震源域
東海地震の
想定震源域

静岡県静岡県

駿河トラフ駿河トラフ



市
民
環
境
講
座
を
開
催

　
 

環
境
課

　
 

森
林
総
合
産
業
創
出
係

　
　
�
23
‐
7
6
7
7

第
４
回
　
市
民
環
境
講
座

 
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
、

気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
の
発
見
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
12
月
17
日

（土）
　

　
午
後
7
時
〜
9
時

 
新
城
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
２
階
　
集
会
室

 
東
三
河
の
ジ
ュ
エ
リ
ー

 
横
山
　
良
哲
　
氏

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
館
長

 
新
城
市
生
態
系
調
査
検
討
会
委
員

　
無
料

合
併
記
念
式
典
を
開
催

　
　
管
理
調
整
課

　
　
�
23
‐
7
6
3
6

　
新
し
い
新
城
市
の
誕
生
を
記
念

し
て
、
合
併
記
念
式
典
を
開
催
し

ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
12
月
3
日

（土）

　
午
後
2
時
30
分

　
新
城
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

・
合
併
功
労
者
表
彰

・
郷
土
芸
能
を
中
心
と
し
た
ア
ト

　
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

観
来
館
12
月
の
展
示

鳳
来
寺
小
学
校
児
童
作
品
展

　
　
地
域
振
興
課

　
　
�
32
‐
0
5
1
3

　
観
来
館
12
月
の
展
示
は
鳳
来
寺

小
学
校
児
童
の
作
品
で
す
。

　
絵
画
、
習
字
、
工
作
な
ど
学
習

で
学
ん
だ
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
12
月
1
日

（木）
〜
28
日

（水）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
※
28
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
観
来
館
（
鳳
来
地
区
）

　
休
館
日
　
火
曜
日

自
然
を
楽
し
く
学
ぶ
学
習
会

川
原
で
鳥
や
生
き
物
を
観
察
し
よ
う

　
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
�
35
‐
1
0
0
1

　
12
月
4
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　
布
里
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ

　
ナ
ル
」
周
辺

　
大
　
　
人
　
500
円

　
小
中
学
生
　
300
円

　
50
人

　
弁
当
、
飲
み
物
、
筆
記
具
、

　
用
意
で
き
る
方
は
、
双
眼
鏡
、

　
野
鳥
図
鑑
な
ど

　
野
外
活
動
が
で
き
る
服
装
　

　
博
物
館
学
術
委
員
（
動
物
部
門
）

　米
良
美
一
コ
ン
サ
ー
ト

　
夢
を
育
む
会

　
（
穂
の
実
共
同
保
育
園
内
）

　
�
0
5
3
3
‐
93
‐
6
6
2
0
 

　
夢
を
育
む
会
で
は
“地
域
の
子

ど
も
た
ち
に
本
物
を
み
せ
た
い
”

と
の
思
い
か
ら
、
米
良
美
一
氏
を

招
い
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

 
1
月
15
日

（日）
　

　
午
後
1
時
　
開
場

　
午
後
1
時
30
分
　
開
演

　
豊
川
市
文
化
会
館
　
大
ホ
ー
ル

・
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始

　
11
月
7
日

（月）
　
午
前
10
時
　

　
全
席
指
定

・
前
売
券

　
大
人
3
’8

0
0
円

　
小
人
（
高
校
生
ま
で
）

　
1
’8

0
0
円

　
当
日
券
は
500
円
増
し
で
す

　
５
歳
以
下
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

・
託
児
　
20
人

　
（
要
予
約
　
一
人
500
円
）

・
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
先

　
夢
を
育
む
会
（
恵
の
実
共
同
保

　
育
園
内
）

　
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
（
ア
ピ
タ
豊
川

　
店
・
ア
ピ
タ
豊
橋
向
山
店
）

　
豊
橋
丸
栄
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ
ン
タ
ー

・
曲
目

　
ヘ
ン
デ
ル
歌
劇
「
リ
ナ
ル
ド
」

　
よ
り
ア
リ
ア
“私
を
泣
か
せ
て
”

　
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ズ
「
ア
メ
イ

　
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
」

　
「
も
の
の
け
姫
」「
た
き
火
」「
待

　
ち
ぼ
う
け
」「
ヨ
イ
ト
マ
ケ
の
唄
」

　
な
ど

・
主
催

　
夢
を
育
む
会
（
恵
の
実
共
同
保

　
育
園
内
）

・
協
賛

　
恵
の
実
共
同
保
育
園

・
後
援

　
豊
川
市
、
豊
川
市
教
育
委
員
会
、

　
新
城
市
教
育
委
員
会
ほ
か

み
に
こ
ん
か
ん

●申
●問

●HP

●em

●時
●所
●受
●対

●持
●￥

●他

●内

対象・資格

申し込み

その他

費用・会費

ホームページ

Eメール

問い合わせ

内容

●講
●定

講師・指導

募集定員

持ち物

日時・期間

場所・会場

受け付け

マークの見方

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

■本
■鳳

■作

●申 ●問
●問

●問

●時 ●時●所

●時

●時

●所

●所

●所

●持 ●￥

●￥

●￥

●他

●他

●内

●内

●内

●講

●講

●定

■本

■本

■鳳

●問

●時●所 ●問



市
営
住
宅
空
家
待
機
者

定
期
募
集

　
　
都
市
計
画
課
�
23
‐
7
6
4
0

　
　
建
設
課
　
�
32
‐
1
9
7
7

　
　
建
設
課
　
�
37
‐
2
2
1
1
㈹

　
市
で
は
、
平
成
18
年
３
月
末
日

ま
で
に
空
家
が
で
た
場
合
、
抽
選

順
位
に
従
っ
て
入
居
し
て
い
た
だ

く
待
機
者
を
募
集
し
ま
す
。

・
申
込
用
紙
の
交
付
期
間

　
11
月
24
日

（木）
〜
12
月
12
日

（月）

・
受
付
期
間

　
12
月
1
日

（木）
〜
12
月
12
日

（月）
　

　
た
だ
し
土
、
日
曜
日
は
除
く

・
申
込
資
格

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
現
に
同
居
し
て
い
る
か
、
同
居

　
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
こ

　
と
。

　
（
た
だ
し
、
50
歳
以
上
の
方
・

　
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
な
ど
は

　
単
身
も
可
）

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
。

③
一
定
収
入
以
下
の
世
帯
（
例
・

　
夫
婦
子
ど
も
１
人
の
家
族
の
う

　
ち
２
人
は
無
収
入
で
年
間
総
収

　
入
金
額
４
６
２
万
８
千
円
未
満

　
の
世
帯
）
で
あ
る
こ
と
。

※
家
族
構
成
・
収
入
金
額
な
ど
、

　
詳
し
い
こ
と
は
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

・
申
込
用
紙
の
配
布

　
本
庁
都
市
計
画
課

　
鳳
来
総
合
支
所
建
設
課

　
作
手
総
合
支
所
建
設
課

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

「
子
育
て
教
室
」
後
半
全
8
回

　
　
作
手
教
育
課

　
　
�
37
‐
2
2
1
1

　
お
も
に
保
育
所
入
所
前
の
お
子

　
さ
ん
と
子
育
て
奮
闘
中
の
方

第
2
回

子
ど
も
と
一
緒
に
体
操

し
よ
う

　
11
月
25
日

（金）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
豊
川
市
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー

　
志
村
貴
子
さ
ん

第
3
回

世
界
で
た
っ
た
１
冊
だ
け

の
絵
本

手
作
り
絵
本
教
室

　
12
月
9
日

（金）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
手
作
り
絵
本
講
師

　
夏
目
理
知
子
さ
ん

　大
学
祭
を
開
催

「
ど
ん
と
こ
い

　〜
人
生
一
度
は
大
谷
祭
〜
」

　
愛
知
新
城
大
谷
大
学

愛
知
新
城

　
大
谷
大
学
短
期
大
学

　
�
23
‐
3
3
1
1

　
�
23
‐
8
4
7
7

　
11
月
26
日

（土）
・
27
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
　

　
愛
知
新
城
大
谷
大
学

　
主
な
催
し
物

公
開
講
座

　
「
地
方
政
治
30
年
に
お
も
う
」

　
〜
教
育
・
福
祉
の
変
化
へ
の
対

　
応
〜

　
前
新
城
市
長
　
山
本
芳
央
氏

　
（
26
日
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
）

あ
そ
び
が
い
っ
ぱ
い

　
子
ど
も
広
場
・
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

　
模
擬
店
・
餅
投
げ
ス
テ
ー
ジ
イ

　
ベ
ン
ト
そ
の
ほ
か
、
室
内
・
室

　
外
で
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
用
意

　
し
、
み
な
さ
ん
を
お
待
ち
し
て

　
い
ま
す
。

フ
リ
ー
マ
ケ
ッ
ト
出
展
募
集
中

　
（
ご
希
望
の
方
は
、
氏
名
・
連

　
絡
先
を
記
入
し
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

　
申
し
込
ん
く
だ
さ
い
）

住宅名� 　　　　　　所 在 地 階数� 間取り
入　居
開始年

　家賃（月額／円）
（収入により決定）

最寄りの交通機関 駐車場

上市場西住宅

上市場東住宅

東 原 住 宅

芳 ヶ 入 住 宅

長 篠 住 宅

大 野 住 宅

川 合 住 宅

明 和 住 宅

和 田 住 宅

城 山 ハ イ ツ

草 谷 ハ イ ツ

杉 平 住 宅

野田字上市場18-1

野田字上市場26-2

平井字東原30

長篠字芳ヶ入25-1

長篠字杉下2-1

大野字広野55

作手白鳥字セイホウ1-1

作手高里字当下18

作手保永字山中沢2-2

作手高里字松風呂17

作手高里字下屋敷28-1

作手杉平字本郷53-3

17,000～41,200

18,900～47,800

21,600～51,300

4,800～ 15,400

17,600～42,100

16,900～44,300

Ⅰ 13,100～38,000
Ⅱ 12,000～34,800

16,600～48,400

38,600～112,100

2DK 40,000
3DK 50,000

17,000

18,000

S56

S57～59

H1～2

S47～49

H1

H2

S58～60

S63

H16

S63

H6

H6

豊鉄バス
大野田バス停

豊鉄バス
大野田バス停

豊鉄バス
宗高バス停

豊鉄バス
長篠保育園前バ
ス停

豊鉄バス
本長篠バス停

町営バス
小野バス停

豊鉄バス
川合バス停

豊鉄バス
高里バス停

豊鉄バス
和田バス停

豊鉄バス
高里バス停

豊鉄バス
高里バス停

市営バス大和田線
協和小前バス停

3DK

3DK

3DK

2DK

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

2～3DK

2DK

3DK

１戸１台
（自治会管理分含む）

1戸1台

1戸1台

1戸1台

1戸1台

1戸1台

1戸2台

1戸2台

1戸2台

1戸2台

1戸2台

1戸2台

3

3～4

4～5

1

3

3

1

1

1

2

2

1

●時

●時

●所

●所

●対

●内 ●内

●講●時●所●講

●講

■作
●問

●問

■本■鳳■作
●問



パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座
開
催

　
　
情
報
推
進
課

　
　
�
23
‐
7
6
1
3

　
　
�
23
‐
2
0
0
2

       jo
h
o
-2

@
c
ity

.s
h
in

s
h
iro

.lg
.jp

　
　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
�
24
‐
0
0
0
1

　
　
�
22
‐
1
1
1
2

        jo
h
o
-c

e
n
te

r @
c
ity.s

h
in

s
h
iro

.lg
.jp

　
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
初
心
者
の
方
を
対
象
に
、
電

源
の
入
れ
方
や
基
本
操
作
、
簡
単

な
文
書
作
成
な
ど
を
や
さ
し
く
、

て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
。

�
12
月
11
日

（日）
午
後
1
時
〜
4
時

�
12
月
18
日

（日）
午
後
1
時
〜
4
時

　
（
２
日
間
で
１
コ
ー
ス
）

　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

�
２
階
　
パ
ソ
コ
ン
研
修
室

　
12
人

�
※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は

　
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

　
1
,

0
0
0
円
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

申
込
条
件

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳

　
以
上
の
初
心
者
の
方
（
キ
ー
ボ

　
ー
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な
い
方

　
な
ど
）
で
２
日
間
と
も
に
受
講

　
で
き
る
方

申
込
期
限

�
11
月
25
日

（金）

申
込
方
法

�
は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル

 
で
受
け
付
け
ま
す
。

 
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
年
 

 
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
※
は
が
き
の
場
合
は
、
〒
４
４
１
‐
 
 

 
 

１
３
９
２
情
報
推
進
課
へ

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決

愛
知
労
働
局
が
お
手
伝
い
し
ま
す

ご
相
談
は

　
豊
橋
労
働
基
準
監
督
署
内
総
合

　
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
�
０
５
３
２
‐
54
‐
１
１
９
２

　自
衛
官
等
募
集

　
自
衛
隊
豊
川
募
集
事
務
所

　
豊
川
市
穂
ノ
原
１
‐
１

　
�
０
５
３
３
‐
85
‐
２
４
１
１

　
自
衛
隊
豊
橋
募
集
事
務
所

　
豊
橋
市
新
栄
町
字
南
小
向
41

　
�
０
５
３
２
‐
33
‐
２
６
９
３

　
防
衛
庁
で
は
、
来
春
１
月
と
２

月
に
自
衛
隊
生
徒
と
自
衛
隊
貸
費

学
生
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

自
衛
隊
生
徒

　
１
次
　
平
成
18
年
１
月
14
日

（土）

�
２
次
　
平
成
18
年
１
月
27
日

（金）

　
〜
30
日

（月）
の
間
の
１
日

�
平
成
18
年
１
月
10
日

（火）
ま
で

�
中
学
卒
業
（
見
込
み
含
む
）
〜
17

　
歳
未
満

�
最
新
装
備
を
取
り
扱
う
専
門
技

　
術
者
の
養
成

自
衛
隊
貸
費
学
生

�
平
成
18
年
２
月
５
日

（日）

�
12
月
１
日

（木）
〜
平
成
18
年
１
月

　
19
日

（木）

　
大
学
の
理
学
部
、
工
学
部
の
３
・

　
４
年
次
ま
た
は
大
学
院
修
士
課

　
程
在
学
者

　
大
学
（
院
）
卒
業
後
、
そ
の
専
攻

　
し
た
技
術
を
生
か
し
て
自
衛
隊

　
に
勤
務
す
る
意
志
を
持
つ
方
に

　
対
し
学
資
金
を
貸
与

●問●問●時●時●対 ●内●内

　手
当
の
振
込
み

　
　
児
童
課
　
�
23
‐
7
6
2
2

　
児
童
扶
養
手
当
を
振
り
込
み
ま

す
の
で
、
受
給
者
の
皆
さ
ん
は
金

融
機
関
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

な
お
、
転
居
、
転
出
等
の
際
は
す

み
や
か
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

12
月
9
日

（金）
 

児
童
扶
養
手
当

手
　
　
　
　
当

振

込

日

　東
名
集
中
工
事
の

　お
知
ら
せ

　
東
名
高
速
道
路
は
、
供
用
開

始
以
来
年
々
増
加
す
る
交
通
量

と
車
両
の
大
型
化
に
よ
り
、
道

路
の
損
傷
や
老
朽
化
が
進
行
し

て
い
ま
す
。

　
走
行
の
安
全
性
と
快
適
性
を

保
持
す
る
た
め
に
も
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

期
間

　
11
月
28
日

（月）
午
前
０
時
〜
12

　
月
９
日

（金）
正
午
ま
で

　（
土
、
日
曜
日
を
除
く
10
日
間
）

区
間

　
東
京
ＩＣ
〜
小
牧
Ｊ
Ｃ
Ｔ

規
制
方
法

　
終
日
車
線
規
制

　
　
な
お
、
集
中
工
事
を
前
後

　
し
て
通
行
止
め
を
実
施
し
ま

　
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

　
す
。

�
御
殿
場
IC
〜
沼
津
IC

　
11
月
12
日

（土）
午
後
８
時
〜
13

　
日

（日）
午
前
６
時

�
浜
松
西
IC
〜
豊
川
IC

　
12
月
17
日

（土）
午
後
８
時
〜
18

　
日

（日）
午
前
６
時

規
制
方
法

　
上
下
線
通
行
止
め

年
の
瀬
を
安
全
に

年
末
･
年
始
地
域
安
全
運
動

　
新
城
南
設
防
犯
協
会
連
合
会

　
新
城
警
察
署
　
�
22
‐
0
1
1
0

12
月
1
日
〜
1
月
10
日

 
今
年
１
年
の
締
め
く
く
り
で
も
あ

る
師
走
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま

す
。
こ
の
時
期
は
、
普
段
持
ち
慣

れ
な
い
多
額
の
現
金
を
預
け
た
り

引
き
出
し
た
り
、
ま
た
自
宅
に
保

管
し
た
り
し
ま
す
が
、
慌
た
だ
し

さ
か
ら
気
の
緩
み
が
生
じ
て
、
思

わ
ぬ
事
件
や
事
故
に
遭
遇
す
る
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

 
皆
さ
ん
、地
域
の
安
全
の
た
め
積
極

的
に
自
主
防
犯
活
動
を
行
う
な
ど

犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
、
家
族
揃
っ
て
輝

か
し
い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

�
多
額
の
現
金
の
持
ち
運
び
は
複
数

 
で
行
う

�
金
融
機
関
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
現
金
を

　
引
き
出
す
時
や
行
き
帰
り
に
は
、

 
周
囲
に
気
を
配
り
安
全
を
確
か

 
め
る

�
自
転
車
や
原
付
の
前
カ
ゴ
に
は
 
 

 
防
犯
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

�
自
動
車
を
離
れ
る
時
は
必
ず
ド
 

 
ア
ロ
ッ
ク
し
、
車
内
に
は
貴
重

　
品
を
置
か
な
い

�
ち
ょ
っ
と
し
た
外
出
で
も
必
ず

 
出
入
り
口
や
窓
を
施
錠
す
る

�
不
審
な
人
や
車
を
見
た
ら
す
ぐ

 
警
察
（
１
１
０
番
）
に
連
絡
す
る

●受●受 ●対
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犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射

　
　
環
境
課
　
�
23
‐
7
6
2
9

　
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
狂
犬

病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
90
日
を

経
過
し
た
犬
の
登
録
と
毎
年
１
回

の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
接
種
さ
せ

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
今
年
度
、
ま
だ
狂
犬
病
予
防
注

射
を
実
施
し
て
い
な
い
犬
の
飼
い

主
の
方
は
、
最
寄
り
の
動
物
病
院

に
連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

家
屋
の
新
増
築
、
取
り
壊
し
を

さ
れ
た
方
へ

　
　
税
務
課
　
資
産
税
係

　
　
�
23
‐
7
6
1
5

　
　
総
務
課
　
税
務
係

　
　
�
32
‐
1
9
8
1

　
　
総
務
課
　
税
務
係

　
　
�
37
‐
2
2
1
1

　
平
成
17
年
１
月
以
降
に
建
物
（
車

庫
や
物
置
な
ど
を
含
み
ま
す
）
の

新
築
・
増
築
ま
た
は
、
取
り
壊
し

を
さ
れ
た
方
は
、
市
役
所
本
庁
税

務
課
、
鳳
来
地
区
の
方
は
鳳
来
総

合
支
所
税
務
係
、
作
手
地
区
の
方

は
作
手
総
合
支
所
税
務
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ご
都
合
を
相
談
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
家
屋
評
価
に
伺
い
ま
す
。

　
家
屋
評
価
は
、
固
定
資
産
税
の

基
礎
と
な
る
重
要
な
も
の
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

1回目

送付時期 11月上旬 翌年2月上旬

本年1月から9月末日までに

保険料を納めた方

本年10月以降に初めて

保険料を納めた方

・本年1月から9月末日まで

　に納付された保険料額

・年内に納付が見込まれ

　る場合の見込み額

年内に納付された保険

料額

送　付

対象者

記載内容

2回目

　国民年金保険料を社会保険料控除として年末調整や確定申告するには「社会保険料（国民年金保

険料）控除証明書」や「領収証書」などの保険料を納めたことを証明できる書類が必要です。

　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」は、平成17年中に国民年金の保険料を納めた方全員

にお送りしますが、保険料を納めた時期によって2回に分けて送付します。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」をお送りします

コールセンター
� 0570‐00‐9911

豊川社会保険事務所

国民年金担当課
� 0533‐89‐4041

問い合わせ

12
月
4
日
〜
10
日

　人
権
週
間

育
て
よ
う
　一
人
ひ
と
り
の
　
人
権

意
識

〜
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の

な
い
命
を
大
切
に
〜

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
昭
和

23
年
12
月
10
日
に
国
際
連
合
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
記
念

し
て
国
際
連
合
は
、
12
月
10
日
を

「
人
権
デ
ー
（H

u
m

a
n
 

R
ig

h
ts 

D
ay

）
」
と
定
め
ま
し
た
。

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
こ
の
「
人
権
デ
ー
」

を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を
、
「
人

権
週
間
」
と
定
め
、
広
く
国
民
に

人
権
デ
ー
の
意
義
を
訴
え
る
と
と

も
に
人
権
意
識
の
普
及
高
揚
を
図

る
た
め
、
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま

す
。

�
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
　

�
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

�
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
 
 

 
て
よ
う
　
　
　
　
　

�
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

 
平
等
を
実
現
し
よ
う
　
　
　
　

�
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
　
　

�
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

 
を
深
め
よ
う
　
　
　

�
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

�
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

 
患
者
な
ど
に
対
す
る
偏
見
を
な

 
患
者
な
ど
に
対
す
る
偏
見
を
な

　
く
そ
う
　

�
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

 
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う
　

�
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

 
権
に
配
慮
し
よ
う
　

�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

 
人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

�
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

 
を
な
く
そ
う

�
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
 

 
差
別
を
な
く
そ
う
　
　
　
　
　

人
権
啓
発
活
動

市
内
街
頭
啓
発
活
動

 
12
月
6
日

（火）
・
7
日

（水）

特
設
相
談
所

人
権
・
行
政
相
談

 
12
月
13
日

（火）

　
 午

前
10
時
〜
午
後
3
時

　
市
民
体
育
館

　
第
1
・
第
2
会
議
室

　
本
庁
市
民
課

　
�
23
‐
7
6
2
8

　
12
月
9
日

（金）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
虹
の
郷
　

　
作
手
総
合
支
所
　
福
祉
健
康
課

　
�
37
‐
2
2
1
1
　
　

●問
■本

●問
■本 ■鳳■作
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合
併
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
訂
正

　
９
月
に
新
城
市
・
鳳
来
町
・
作

手
村
合
併
協
議
会
か
ら
配
布
し
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
新
し
い
市
に
な

っ
た
ら
こ
う
な
り
ま
す
」
の
記
載

内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
、
訂
正
し
ま
す
。

訂
正
箇
所
１

　
４
ペ
ー
ジ
表
中
、
地
域
政
策
に

関
す
る
こ
と
な
ど
、
本
庁
の
所
管

正
「
企
画
課
　
広
域
係
」

誤
「
企
画
課
　
地
域
政
策
係
」

訂
正
箇
所
2

　
10
ペ
ー
ジ
「
�
障
害
者
の
方
の

福
祉
」
中
、
障
害
者
手
当
て
の
表

【誤】

ウ

オ

ウ

エ

オ

精神障害者保健福祉

手帳２級

障害者手帳4級

障害者手帳５・６級

精神障害者保健福祉

手帳２級

障害者手帳4級

障害者手帳５・６級

1,200円

1,000円

2,400円

1,200円

1,000円

幼
稚
園
入
園
受
付
の

お
知
ら
せ
　

 
　
学
校
教
育
課
　
　

　
 
�
23
‐
7
6
5
1
 
 
 
 

　
　
新
城
幼
稚
園

　
　
�
22
‐
0
0
4
5

　
　
八
名
幼
稚
園

　
　
�
26
‐
0
0
0
9
 
 

　

 
来
年
度
、入
園
を
希
望
す
る
幼
児

の
入
園
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

 
入
園
希
望
者
が
定
員
を
超
え
た

場
合
は
、
５
・
４
歳
児
の
入
園
を

優
先
的
に
行
い
、
３
歳
児
は
生
年

月
日
順
に
な
り
ま
す
。

 
新
城
幼
稚
園
 

250
人

 
八
名
幼
稚
園
 

200
人

入
園
資
格

 
新
城
市
に
在
住
す
る
３
歳
以
上

で
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る

ま
で
の
幼
児

　（
５
歳
児
）
平
成
12
年
４
月
２
日

　
〜
13
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

　
幼
児

　（
４
歳
児
）
平
成
13
年
４
月
２
日

　
〜
14
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

　
幼
児

　（
３
歳
児
）
平
成
14
年
４
月
２
日

　
〜
15
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

　
幼
児

入
園
願
書
の
交
付

　
平
成
18
年
１
月
10
日

（火）
〜
１
月

　
17
日

（火）

受
付
お
よ
び
面
接
時
間

　
平
成
18
年
１
月
12
日

（木）
〜
１
月

　
17
日

（火）

※
入
園
願
書
の
提
出
時
に
面
接
を

　
行
い
ま
す
の
で
、
お
子
さ
ん
と

　
一
緒
に
幼
稚
園
へ
ご
来
園
く
だ

　
さ
い
。

願
書
の
交
付
・
受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
5
時

　
（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は

　
除
き
ま
す
）

保
育
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
3
時

な
お
、
心
身
の
発
達
の
程
度
や
季

節
に
応
じ
て
短
縮
保
育
を
行
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

保
育
料

　
月
額
 

７
，

０
０
０
円

預
か
り
保
育
　

　
希
望
す
る
５
歳
児
対
象

　
５
月
〜
３
月

　
午
後
3
時
〜
5
時
　
　

　
月
額
　
３，
０
０
０
円

　
た
だ
し
、
夏
季
・
冬
季
休
業
日

　
は
午
前
中

※
詳
細
は
、
教
育
委
員
会
学
校
教

　
育
課
ま
た
は
各
幼
稚
園
に
お
尋

　
ね
く
だ
さ
い
。

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

　統
計
調
査
に
ご
協
力

　く
だ
さ
い

　
　
行
政
課
　
�
23
‐
7
6
1
1

　
平
成
17
年
工
業
統
計
調
査
を
、

12
月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。
12

月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調
査

員
が
お
伺
い
し
、
調
査
票
を
配
布

し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
正
確
な
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

　モ
リ
ト
ピ
ア
愛
知

　「
森
の
集
い
」

　
　
県
民
の
森
管
理
事
務
所

　
　
�
32
‐
1
2
6
2

　
　
�
32
‐
1
2
7
2

　
12
月
３
日

（土）
・
４
日

（日）

　
集
合
　
午
後
４
時

　
解
散
　
翌
日
正
午

　
無
料
（
食
事
含
ま
ず
）

　
１
泊
２
日
の
日
程
で
、
ク
リ
ス

　
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
、
ミ
ニ
門
松

　
作
り
を
行
い
ま
す
。

　
先
着
順
に
10
組
40
人

　
参
加
希
望
者
は
モ
リ
ト
ピ
ア
愛

　
知
宿
泊
が
条
件
に
な
り
ま
す
。

　
和
室
８
畳
（
４
人
程
度
）

　
大
　
人
　
１
人

４
’６

０
０
円

　
子
ど
も
　
１
人

３
’２

０
０
円

【正】

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
新
城
図
書
館

　
�
23
‐
2
3
3
3

年
末
年
始
の
休
館
に
つ
い
て

　
12
月
28
日

（水）
か
ら
１
月
３
日

（火）

ま
で
の
間
、図
書
館
は
休
館
し
ま
す
。

　
返
却
は
、
図
書
館
入
り
口
付
近

に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
（
図
書
返
却

口
）
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

特
別
貸
出
期
間
に
つ
い
て

　
年
末
年
始
の
休
館
に
あ
わ
せ
て
、

12
月
13
日

（火）
か
ら
27
日

（火）
ま
で
を

特
別
貸
出
期
間
と
し
ま
す
。
期
間

中
は
１
人
10
冊
ま
で
、
３
週
間
借

り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

ヤ
ン
グ
・
ア
ダ
ル
ト
コ
ー
ナ
ー
誕
生
！

　
児
童
書
の
続
き
の
書
架
に
、
主

に
中
学
・
高
校
生
を
対
象
と
し
た
、

ヤ
ン
グ
・
ア
ダ
ル
ト
（
Ｙ
Ａ
）
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
図
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　

★
外
国
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
物
語

　
（
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
な
ど
）

★
「
No
６
」
シ
リ
ー
ズ

 
あ
さ
の
あ
つ
こ
の
著
書

新
着
図
書

★
洋
販
ラ
ダ
ー
シ
リ
ー
ズ

 
中
学
英
語
で
読
め
る
、レ
ベ
ル
別

洋
書
で
す
。

★
「
ジ
ュ
ニ
ア
版

”Ｉ
ｔ

“（
そ
れ
）

　
と
呼
ば
れ
た
子
」

八名幼稚園のおともだち

●申

●問

●問

●時●￥●他 ●内●定

●定
■本

●問
■本

●問



　
日
本
消
防
協
会
に
よ
る
宝
く
じ

助
成
事
業
の
一
環
で
、
新
城
市
に

軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
一
台
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
訓
練
に
活
躍
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
火
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

 
こ
れ
ま
で
、
こ
の
地
域
か
ら
携

帯
電
話
で
１
１
９
番
を
か
け
た
場

合
、
豊
橋
市
消
防
本
部
に
つ
な
が

り
、
そ
こ
か
ら
新
城
市
消
防
本
部

に
電
話
が
転
送
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
12
月
７
日
か
ら
直
接
、
新
城

市
消
防
本
部
で
１
１
９
番
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 
こ
れ
に
よ
り
、
電
話
を
転
送
す

る
間
の
待
ち
時
間
が
な
く
な
る
た

め
、
よ
り
早
く
救
急
車
な
ど
が
出

動
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
災
害
の
発
生
場
所
に
、
よ
り
早

く
救
急
車
な
ど
が
到
着
す
る
た
め

に
は
、
早
く
災
害
場
所
を
特
定
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
1
1
9
番

を
か
け
る
時
は
、
落
ち
着
い
て
、

は
っ
き
り
と
正
確
に
災
害
の
状
況

や
住
所
、
目
標
物
ま
た
、
近
く
に

目
標
物
が
な
い
と
き
は
、
ど
こ
か

ら
来
て
、
ど
ち
ら
へ
何
キ
ロ
程
走

っ
て
来
た
か
な
ど
を
、
係
員
の
指

示
に
従
っ
て
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員

　募
集

「
女
性
の
力
で
地
域
と

　
　家
庭
を
守
り
ま
せ
ん
か
」

　
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
で
は
、
ク

ラ
ブ
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
の
防
火
意
識
向
上
が
、
家

庭
の
火
災
予
防
に
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
で
は
、

火
災
を
出
さ
な
い
た
め
の
意
識
向

上
や
、
初
期
消
火
方
法
、
防
災
に

対
す
る
知
識
と
災
害
に
備
え
た
行

動
知
識
を
身
に
つ
け
、
明
る
い
家

庭
と
地
域
を
築
く
こ
と
を
目
的

に
、
楽
し
く
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
新
し
い
新
城
市
と
な
っ
た
こ
の

機
会
に
、
多
く
の
方
の
入
会
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
16
日

（日）
、
第
51
回
豊
橋

ま
つ
り
最
終
日
の
メ
ー
ン
行
事

の
一
つ
、
カ
ー
ニ
バ
ル
大
行
進
に
、

新
城
・
作
手
･
鳳
来
の
消
防
団

ラ
ッ
パ
隊
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
豊
橋
市
消
防
団
の
要
請
に
応

え
た
参
加
で
、
同
消
防
団
の
ラ

ッ
パ
隊
と
と
も
に
軽
快
な
曲
に

あ
わ
せ
て
整
然
と
し
た
行
進
は
、

沿
道
を
埋
め
尽
く
し
た
観
客
か

ら
多
く
の
拍
手
を
浴
び
て
い
ま

し
た
。

日
　
時
　
12
月
11
日

（日）

　
　
　
　
午
前
9
時
〜
正
午

場
　
所
　
市
消
防
署
鳳
来
分
署

内
　
容
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

定
　
員
　
10
人
程
度

　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
費
　
無
料

あ
な
た
も
普
通
救
命
講
習

（Ⅰ）
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か

問
い
合
わ
せ

　
新
城
消
防
署
　
通
信
係

　
�
22
‐
1
1
1
9
 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
市
消
防
本
部

　
総
務
課
予
防
係

　
�
22
‐
1
7
4
6
 

問い合わせ・申し込み
市消防署　鳳来分署
� 32‐2888 

軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法
な
ど
、
約
3
時
間
の
講
習

で
す
。

※
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

少
し
の
勇
気
と
少
し
の
時
間
で

　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
も
街
の
「
救
命
士
」

12
月
7
日
（水）
か
ら
　

携
帯
電
話
1
1
9
番
の

受
け
付
け
が

変
わ
り
ま
す



新城広域

事務組合

（23)7671

　
し
ん
し
ろ
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
認
定

制
度
は
、
環
境
に
配
慮
し
て
い
る

お
店
を
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
で
す
。
取

り
組
み
は
、
市
民
と
事
業
所
、
行

政
が
協
働
し
て
行
う
も
の
で
、
資

源
を
大
切
に
し
た
り
、
ご
み
に
な

る
も
の
を
減
ら
そ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
具
体
的
に
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
に
審
査
員
に
な
っ
て
い
た

だ
き
、
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ

ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
取
り

組
み
を
自
主
的
に
行
っ
て
い
る
お

店
を
審
査
し
、
認
定
す
る
こ
と
か

ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

認
定
は
3
段
階
評
価

Ｒ
Ｒ
Ｒ（
ト
リ
プ
ル
ア
ー
ル
）

　
３
Ｒ
の
取
り
組
み
全
て
を
実
施

　
し
て
い
る
販
売
店

Ｒ
Ｒ（
ダ
ブ
ル
ア
ー
ル
）

　
３
Ｒ
の
う
ち
２
種
類
の
取
り
組

　
み
を
実
施
し
て
い
る
販
売
店

Ｒ（
シ
ン
グ
ル
ア
ー
ル
）

　
３
Ｒ
の
う
ち
１
種
類
の
取
り
組

　
み
を
実
施
し
て
い
る
販
売
店

認
定
を
受
け
る
と

�
ス
テ
ッ
カ
ー
を
交
付
し
ま
す

�
環
境
に
や
さ
し
い
お
店
と
し
て
、

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
な

　
ど
で
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す

�
特
別
な
義
務
が
生
じ
る
こ
と
は

　
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
自
主

　
的
に
３
Ｒ
の
取
り
組
み
を
行
っ

　
て
い
た
だ
き
ま
す

　
市
で
は
、
認
定
を
受
け
た
い
販

売
店
と
認
定
審
査
を
行
う
審
査
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

認
定
を
受
け
た
い
販
売
店

　
左
記
の
取
り
組
み
を
一
つ
で
も

　
自
主
的
に
行
っ
て
い
る
市
内
販

　
売
店

�
申
請
書
に
ご
記
入
の
上
、
環
境

　
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

認
定
審
査
員

　
市
内
在
住
の
環
境
に
関
心
が
あ

　
る
方

�
環
境
課
に
電
話
で
ご
連
絡
く
だ

　
さ
い

環
境
へ
の
取
り
組
み
を
話
し

合
う
「
市
民
環
境
会
議
」
の

メ
ン
バ
ー
募
集

　
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
話
し
合
い
、

そ
の
対
策
案
づ
く
り
を
す
る
「
市

民
環
境
会
議
」
に
あ
な
た
も
参
加

し
ま
せ
ん
か
。
一
人
ひ
と
り
の
意

見
が
カ
タ
チ
に
な
り
、
環
境
の
改

善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
市
民
環
境
会
議
」
は
、
身
近

な
ご
み
問
題
や
地
球
温
暖
化
問
題

な
ど
、
わ
た
し
た
ち
が
直
面
し
て

い
る
様
々
な
環
境
問
題
に
つ
い
て
、

市
民
や
事
業
所
の
皆
さ
ん
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
解
決
策
を
話
し
合
い
、

具
体
的
な
行
動
に
移
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
設
置
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
環

境
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
日
 

　
12
月
19
日

（金）

申
込
資
格
 

18
歳
以
上
で
、
市
内

　
　
　
　
　
　
に
在
住
ま
た
は
在
勤

　
　
　
　
　
　
の
方

（
仮
称
）

「
し
ん
し
ろ
環
境
基
本
条
例
」

の
案
づ
く
り
に
あ
な
た
も

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
地
球
規
模

に
い
た
る
ま
で
環
境
問
題
が
深
刻

化
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
（
仮

称
）「
し
ん
し
ろ
環
境
基
本
条
例
」

の
（
案
）
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
環
境
行
政
は
も
と
よ

り
市
民
や
市
内
事
業
所
の
取
り
組

み
の
基
本
で
、
地
域
に
お
け
る
環

境
対
策
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
つ
く
り
あ
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
本

庁
環
境
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
込
期
日
 

12
月
9
日

（金）

申
込
資
格

18
歳
以
上
で
、
市
内

　
　
　
　

に
在
住
ま
た
は
在
勤

　
　
　
　
　
の
方

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の

学
習
机

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
　

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲

っ
て
欲
し
い
も
の
」
の
あ

る
方
は
、
①
名
前
　
②
住

所
　
③
電
話
番
号
を
本
庁

環
境
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

・包装紙、袋などの簡易包装の実施

・マイバッグ、容器など持参の奨励　　

・量り売りの実施

・使い捨て容器を使用した商品の販売自

　粛

・販売した商品の修理サービス

・消費者（お客さん）に対する再使用の

　呼びかけ、情報提供

・商品の搬送用の箱などをくり返し使う

　取り組み

・リサイクル商品、詰め替え用商品など

　の販売促進のための工夫

・トレー、プラ容器包装、びん、缶など

　の回収、資源化

・広告チラシに再生紙を使用

・販売店としてのごみの分別、リサイク

　ルの実施、生ごみの堆肥化

　
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

本
庁
・
環
境
課

　
　
　
　
　
　
�
23
‐
7
6
2
9

鳳
来
総
合
支
所
・
生
活
環
境
課
　

　
　
　
　
　
　
�
32
‐
1
9
8
7

作
手
総
合
支
所
・
生
活
環
境
課
　

　
　
　
　
　
　
�
37
‐
2
2
1
1

しんしろエコショップ認定の取り組み例

リデュースの
取り組み

リユースの
取り組み

リサイクルの
取り組み



※
会
場
は
記
載
が
な
い
限
り
、
鳳

　
来
保
健
セ
ン
タ
ー
で
す
。
対
象

　
者
は
原
則
鳳
来
地
区
の
方
に
な

　
り
ま
す
。

教
　
室

2
歳
児（
と
こ
と
こ
）教
室（
予
約
制
）

　
12
月
13
日

（火）
　
午
前
9
時

　
平
成
15
年
9
月
〜
11
月
出
生
児

　
母
子
健
康
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

　
票
・
歯
ブ
ラ
シ
な
ど

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室
﹇
そ
の
１
﹈（
予
約
制
）

　
12
月
15
日

（木）
　
午
後
1
時
15
分

　
母
子
健
康
手
帳

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し

　
く
だ
さ
い

妊
産
婦
交
流
会

ぽ
ん
ぽ
こ
マ
マ
の
会（
予
約
制
）

　
12
月
15
日

（木）
　
午
後
2
時
30
分

　
母
子
健
康
手
帳

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し

　
く
だ
さ
い

ぽ
か
ぽ
か
教
室

（
中
高
年
向
き
の
体
操
教
室
）
　

　
12
月
16
日

（金）
　
午
前
9
時
30
分

　
健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）

機
能
訓
練
教
室
　
い
か
ま
い
会
　

　
12
月
16
日

（金）
　
午
後
1
時
30
分

　
健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）

か
み
か
み
離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

　
平
成
17
年
2
月
〜
5
月
生
ま
れ

　
の
乳
児
と
保
護
者

　
12
月
16
日

（金）

　
午
前
９
時
50
分
〜
11
時
45
分

　
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　
筆
記
用
具

乳
幼
児
健
診
の
お
知
ら
せ

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

�
23
‐
8
5
5
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

�
32
‐
2
8
1
1

区　　分

日　　程

受付時間

会　　場

対　　象

持 ち 物

そ の 他

4カ月児健診 1歳6カ月児健診 3歳児健診

12月9日（金）

午後1時～1時30分

新城保健センター

満4カ月を過ぎた子

母子健康手帳

12月21日（水）

平成16年6月生まれの子

母子健康手帳

12月7日（水）

平成14年11月生まれの子

母子健康手帳
健康診査票 健康診査票・目と耳のアンケート

個人通知します 個人通知します

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
�
23
‐
8
5
5
1

※
会
場
は
記
載
が
な
い
限
り
、
新
城

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
す
。
対
象
者
は

　
原
則
新
城
地
区
の
方
に
な
り
ま
す
。

予
防
接
種

　
予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
平

成
18
年
４
月
か
ら
麻
し
ん
・
風
し

ん
は
満
２
歳
ま
で
の
接
種
に
な
り

ま
す
。

　
今
ま
で
お
知
ら
せ
し
て
い
た
対

象
時
期
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
Ｂ
Ｃ
Ｇ

　
平
成
17
年
9
月
１
日
〜
9
月
30

　
日
の
出
生
児

　
12
月
19
日

（月）
　

②
麻
し
ん

　
平
成
16
年
8
月
１
日
〜
12
月
15

　
日
の
出
生
児

　
12
月
6
日

（火）
・
15
日

（木）
　

③
風
し
ん

　
平
成
15
年
12
月
１
日
〜
平
成
16

　
年
3
月
31
日
の
出
生
児

　
12
月
1
日

（木）
・
13
日

（火）
　

①
、
②
、
③
と
も

　
午
後
1
時
15
分

（
開
始
時
間
は
、
午
後
1
時
30
分
で

　
す
。
で
き
る
だ
け
午
後
2
時
ま
で

　
に
会
場
に
お
入
り
く
だ
さ
い
）

　
母
子
健
康
手
帳

集
団
が
ん
検
診
（
要
申
込
）

　
12
月
14
日

（水）

　
胃
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
大
腸
が

　
ん
・
乳
が
ん

　
胃
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
大
腸
が
ん

　
各
５
０
０
円

　
乳
が
ん
　
　
１
’０

０
０
円

※
た
だ
し
、
大
腸
が
ん
検
診
の
み

　
を
希
望
の
方
は
、
保
健
セ
ン
タ

　
ー
で
検
査
容
器
な
ど
を
直
接
お

　
渡
し
し
ま
す
。（
申
込
不
要
）

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

�
37
‐
2
8
3
9

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

健
　
診

１
歳
6
カ
月
児
健
診

　
12
月
5
日

（月）
　
午
後
1
時
15
分

　
平
成
16
年
3
月
〜
5
月
出
生
児

　
母
子
健
康
手
帳
、
問
診
票
、
お

　
子
さ
ん
の
歯
ブ
ラ
シ
ほ
か

妊
産
婦
歯
科
健
診（
予
約
制
）

　
12
月
5
日

（月）
　
午
後
1
時
20
分

　
母
子
健
康
手
帳
、
歯
ブ
ラ
シ

3
・
4
カ
月
児
健
診

　
12
月
6
日

（火）
　
午
後
1
時
15
分

　
平
成
17
年
7
月
・
8
月
出
生
児

　
母
子
健
康
手
帳
、
問
診
票
、
バ

　
ス
タ
オ
ル
ほ
か

予
防
接
種

ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・

破
傷
風
混
合
予
防
接
種

　
12
月
12
日

（月）
・
1
月
13
日

（金）

　
2
月
9
日

（木）
・
3
月
10
日

（金）

　
午
後
１
時
30
分

　
（
初
回
）
平
成
17
年
2
月
10
日
〜

　
8
月
7
日
出
生
児
と
7
歳
6
カ

　
月
ま
で
の
子
で
未
接
種
の
子

　
（
追
加
）
初
回
終
了
後
1
年
経

　
過
し
た
子

　
母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票

※
会
場
は
記
載
が
な
い
限
り
、
作

　
手
保
健
セ
ン
タ
ー
で
す
。
対
象

　
者
は
原
則
作
手
地
区
の
方
に
な

　
り
ま
す
。

社
会
復
帰
教
室
「
い
っ
ぷ
く
の
森
」

　
12
月
6
日

（火）
　
午
前
10
時

麻
し
ん
予
防
接
種

　
12
月
6
日

（火）
・
午
後
1
時
30
分

　
平
成
16
年
10
月
1
日
〜
11
月
30

　
日
出
生
児

　
母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票

B
C
G
予
防
接
種

　
12
月
6
日

（火）
・
午
後
1
時
30
分

　
平
成
17
年
7
月
1
日
〜
8
月
31

　
日
出
生
児

　
母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー
開
放
日

　
12
月
2
日

（金）
・
9
日

（金）
・

　
16
日

（金）
　
午
前
9
時
〜
正
午

　
就
園
前
の
乳
幼
児

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

●問

●問

●問

●問

●対●対●対

●時●時●持 ●時●時

●時●時●時

●対 ●時●時 ●時●受 ●対

●対

●持 ●時●時 ●対●持 ●時

●時●時●時

●対

●対 ●持●持●時●対●対 ●持 ●時●対

●持

●持●持●持●持●持

●持

●￥ ●内



 「
健
康
増
進
法
」
の
施
行
に
と
も
な

い
旧
新
城
市
、
旧
鳳
来
町
、
旧
作

手
村
で
「
健
康
づ
く
り
」
の
計
画

が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
掲

示
板
で
は
「
元
気
し
ん
し
ろ
21
」

の
各
分
野
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「
ア
ル
コ
ー
ル
」

目
標
　
節
度
あ
る
飲
酒
を
す
る

 

年
末
、
年
始
に
向
か
っ
て
お
酒

（
ア
ル
コ
ー
ル
）
を
飲
む
機
会
が
増
え

ま
す
。
上
手
に
飲
め
ば
百
薬
の
長
、

反
対
に
お
酒
に
の
ま
れ
る
と
百
害

発
生
で
す
！

〜
ア
ル
コ
ー
ル
い
ろ
い
ろ
話
〜

�
「
ア
ル
コ
ー
ル
」
の
持
続
時
間

 

体
重
60
�
の
人
が
、
ビ
ー
ル
大

瓶
１
本
を
飲
ん
だ
場
合
、
約
３
時

間
は
体
内
に
残
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
肝
臓
で
分
解
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
早
さ
に
は
個
人
差
が
あ
り
、

分
解
時
間
を
過
ぎ
れ
ば
呼
気
反
応

に
表
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
イ
ッ
キ
飲
み
は
、
血
中
濃
度
が

急
上
昇
、
呼
吸
停
止
の
危
険
大
で

す
。
ご
用
心
！

�
寝
酒
の
効
果
は
？
　

　
た
ま
に
飲
酒
す
る
場
合
の
お
酒

は
、
寝
入
り
に
効
果
的
で
す
。
睡

眠
の
前
半
は
よ
く
眠
れ
ま
す
が
、

数
時
間
で
ア
ル
コ
ー
ル
は
分
解
さ

れ
て
し
ま
う
た
め
、
眠
り
が
浅
く

な
り
夜
中
や
早
朝
に
目
が
覚
め
て

睡
眠
の
リ
ズ
ム
が
不
規
則
に
な
り

が
ち
で
す
。

　
し
か
も
毎
日
飲
み
続
け
る
と
酒

量
を
増
や
さ
な
い
と
眠
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
不
眠
を
感
じ
る
方
は
、
ア
ル
コ

ー
ル
に
頼
る
よ
り
も
、
ま
ず
、
か

か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

　�
未
成
年
者
と
ア
ル
コ
ー
ル

　
お
正
月
だ
、
お
祭
り
だ
と
い
っ

て
、
未
成
年
者
に
飲
酒
を
す
す
め

た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
未
成
年
者
は
、
臓
器
が
未
成
熟

な
の
で
、
肝
臓
に
お
け
る
ア
ル
コ

ー
ル
の
分
解
が
遅
く
酔
い
や
す
く

な
り
ま
す
。
脳
の
神
経
細
胞
が
発

達
段
階
（
20
〜
25
歳
位
ま
で
）
に

あ
る
の
で
、
成
長
障
害
な
ど
の
危

険
性
も
大
き
い
の
で
す
。
飲
ん
で

も
大
丈
夫
な
年
齢
（
20
歳
）
ま
で

待
ち
ま
し
ょ
う
。

�
女
性
の
飲
酒

　
女
性
は
、
男
性
に
比
べ
て
肝
臓
・

体
重
が
小
さ
く
吸
収
や
分
解
も
遅

い
の
で
男
性
の
半
分
の
量
で
我
慢

し
ま
し
ょ
う
。
妊
娠
中
の
お
酒
は
、

胎
児
に
も
同
じ
濃
さ
で
入
り
、
胎

児
の
脳
や
神
経
に
影
響
を
残
し
ま

す
。

　
ま
た
授
乳
中
の
お
酒
も
、
母
乳

を
通
じ
て
ア
ル
コ
ー
ル
が
子
ど
も

に
入
り
ま
す
。
妊
娠
中
と
授
乳
中

は
禁
酒
を
！

健
康
づ
く
り
掲
示
板

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

�
23
‐
8
5
5
1

�
酒
量

　
ほ
ど
ほ
ど
の
お
酒
の
量
（
目

安
は
清
酒
１
合
ほ
ど
）
で
、
楽

し
い
飲
み
方
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

　
黙
っ
て
働
く
肝
臓
に
週
休
２

日
の
休
肝
日
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

（
48
時
間
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
）

　新城市の友好都市南アフリカニューキャッスルでは、エイズが深刻な問題となっており、感染する

人は大人ばかりではなく、子どもにも及んでいます。新城市国際交流協会では、エイズに感染した子

どもを支援するため、昨年度から、現地のNPO団体と共同で、絵ハガキを販売しています。

　この絵ハガキはエイズに感染した子どもが描いたもので、収益金は南アフリカのエイズ拡大防止に

役立てられます。ぜひご購入いただき、子どもたちをご支援ください。

枚       数　10枚で１セット
価       格　1,000円／１セット
購入方法　 電話、ファックスまたはＥメールで、

                  申込みください。

                 郵送を希望の場合は、郵送料として

                  1セット100円が別途必要です。

新城市国際交流協会事務局
�23‐7783  　�23‐7784
Email／siea@crux.ocn.ne.jp ポストカードはＨＰで公開しています。

http://www.shinshiro-siea.jp/

申し込み
問い合わせ

●問



新城広域

事務組合

（23)7671

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

優
先
予
約
の
お
知
ら
せ

　
平
成
18
年
度
に
次
の
ス
ポ
ー
ツ

施
設
を
利
用
し
て
大
会
な
ど
を
開

催
す
る
予
定
の
あ
る
団
体
な
ど
は
、

施
設
を
優
先
予
約
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
受
付
期
間
内
に
本
庁
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
期
間
中
に
申
し
込
み
が

な
い
場
合
、
会
場
の
確
保
が
難
し

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
対
象
施
設
】

赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
・
プ
レ

マ
マ
の
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

第
１
部
　

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
リ
コ
ー
ダ
ー
の
や
さ
し
い
音
色

を
聞
い
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
せ
ん
か
？

第
２
部

母
乳
相
談

　
母
乳
の
こ
と
で
困
っ
て
い
た
り
、

母
乳
で
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
る

お
母
さ
ん
の
疑
問
、
不
安
に
お
答

え
し
ま
す
。

日
　
時
　
12
月
17
日

（土）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
　
所
　
東
新
町
公
民
館

費
　
用
　
無
料

申
し
込
み
　

12
月
16
日

（金）
ま
で

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　
　

　
本
庁
・
生
涯
学
習
課

　
�
23
‐
7
6
5
3

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
本
庁
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
�
23
‐
7
6
5
4

桜
淵
い
こ
い
の
広
場

有
海
緑
地
公
園

新
城
総
合
公
園

西
側
グ
ラ
ウ
ン
ド

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

競
技
場
・
野
球
場

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

陸
上
競
技
場

野
球
場
・
競
技
場

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

日
　
時
　
12
月
6
日

（火）

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
開
演
（
午
後
1
時
開
場
）

場
　
所
　
新
城
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

内
　
容
　
一
枚
の
図
書
カ
ー
ド
が
導
く
、
彼
ら

　
　
　
　
の
小
さ
な
気
持
ち
の
変
化
。
子
ど
も

　
　
　
　
た
ち
の
”

心
の
領
域
は

“
無
限
の
可

　
　
　
　
能
性
に
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
を
ビ
ビ

　
　
　
　
ッ
ド
に
描
い
た
ち
ょ
っ
と
不
思
議
な

　
　
　
　
演
劇
で
す
。

入
場
料
　
1,
0
0
0
円
（
一
般
指
定
席
）

　
　
　
　
新
城
文
化
会
館
他
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
　

　
　
　
　
で
好
評
発
売
中
！

日
　
時
　
12
月
20
日

（火）

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
開
演
（
午
後
1
時
開
場
）

場
　
所
　
新
城
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

内
　
容
　
不
思
議
な
ピ
ア
ニ
ス
タ
ー
、
ド
ク
タ

　
　
　
　
ー
・
ヒ
ロ
シ
が
教
鞭
を
と
る
。
特
別

　
　
　
　
音
楽
室
で
音
楽
の
楽
し
み
方
を
教
え

　
　
　
　
て
い
た
だ
き
ま
す
。

入
場
料
　
2,
0
0
0
円
（
一
般
指
定
席
）

　
　
　
　
新
城
文
化
会
館
他
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

　
　
　
　
で
好
評
発
売
中
！

新
劇
団
仲
間
新
城
公
演

問
い
合
わ
せ
　
本
庁
文
化
振
興
課
　�
23
‐
7
6
5
5

※
中
学
生
芸
術
鑑
賞
教
室
を
兼
ね
ま
す
。

※
小
学
生
芸
術
鑑
賞
教
室
を
兼
ね
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

　
12
月
12
日

（月）
〜
12
月
28
日

（水）

　
（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
※
日
程
が
重
複
し
た
際
は
、
調
整

　
が
必
要
で
す
。

ほ
う
ら
い
子
ど
も

す
ぽ
ー
つ
く
ら
ぶ
（
鳳
来
地
区
）

　
10
月
15
日

（土）
、
「
ほ
う
ら
い
子
ど
も

す
ぽ
ー
つ
く
ら
ぶ
」
が
、
ふ
れ
あ
い

パ
ー
ク
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
低
学
年
は
「
山
の
ぼ
り
」
を
し
な

が
ら
集
め
た
、
葉
っ
ぱ
や
ど
ん
ぐ
り
、

ま
つ
ぼ
っ
く
り
な
ど
を
、
B
紙
い
っ

ぱ
い
に
貼
り
付
け
て
、
大
き
な
絵
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
高
学
年
は
「
大
縄
跳
び
や
む
か
で

競
争
」
で
遊
び
ま
し
た
。

む
か
で
競
争
（
50
m
）

・
男
子
1
位

　
記
録
　
48
秒

　
（
鈴
木
健
太
・
橋
本
宜
也
・

　
岡
　
隆
拳
・
長
谷
川
　
伸
）

・
女
子
1
位

　
記
録
　
46
秒

　
（
鈴
木
優
菜
・
岡
佐
由
里
・

　
山
本
千
鶴
・
森
下
明
莉
）敬
称
略

※
平
成
16
年
度
の
記
録
40
秒
に
は
及

　
び
ま
せ
ん
で
し
た
。



（10月届出分）

氏
　
　
名
　
　
　
　性
別
　
　
　保
護
者
　
　
　
　
地
　
区

10月1日～30日の間に届出のあった赤ちゃんです。

届出人の承諾を得て掲載させていただいています。

�集合税（鳳来地区）………………………7期分

�固定資産税・都市計画税（新城地区）…3期分

�固定資産税（作手地区）…………………3期分

�国民健康保険税（新城地区）……………5期分

�国民健康保険税（作手地区）……………7期分

�市営住宅使用料　………………………12月分

�介護保険料　…………………………………5期

�保育料（鳳来、作手地区）……………12月分

　12月26日（月）までに納めましょう

※保育料（新城地区）12月分は12月8日（木）が

　振替日です。

市内の交通事故状況 12月の税金・使用料等

区

件

死傷者（人）

死　傷 負　傷 計

人身

事故

件数

物損

事故

件数

16年 30

25

－5

253

243

－1

0

1

＋1

2

1

－1

40

29

－11

311

331

－20

40

30

－10

353

332

－21

253

243

－10

1,011

1,048

－37

17年

増減
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岡
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友
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男
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高
広
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田
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女
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池
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晴
飛
　
男
　
哲
生
　
　
本
町

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 相 談

育 児 相 談

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

女 性 悩 み ご と 相 談

身 体 障 害 者 福 祉 相 談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

パソコン悩みごと相談

健 康 相 談

医 師 に よ る 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

能 登 瀬 い き い き 広 場

す こ や か 相 談

出 張 す こ や か 相 談

母 乳 相 談

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

新城保健センター

新城保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

しんしろ福祉会館

しんしろ福祉会館

鳳来開発センター

社会福祉協議会作手センター

行 政 課

しんしろ福祉会館

作 手 虹 の 郷

市民体育館第１第2会議室

市民体育館第１第2会議室

勤労青少年ホーム

新城まちなみ情報センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

東部高齢者生きがいセンター

鳳来保健センター

玖老勢コミュニティプラザ

鳳来保健センター

毎週月～金曜日（要予約）

12/5（月）　午前9時～11時（要予約）

12/5（月）　午前9時～11時（要予約）

12/20（火）　午前9時30分～10時30分（要予約）

毎週月～金曜日　午前10時～午後5時（要予約）

12/8（木）　午前10時～午後3時（要予約）

12/14(水）、21（水）　午後1時～4時（要予約）12/1から予約受付

12/2(金）、16(金）　午後1時～4時

12/7(水）、21(水）　午後１時～４時

12/12(月）　午後１時～４時

12/8(木）、22(木）　午前10時～午後2時

12/9(金）　午後1時～4時

12/9（金）　午前10時～午後3時

12/13（火）　午前10時～午後3時

12/27（火）　午前10時～午後3時

12/3（土）、17（土）　午前9時～正午（要予約）

毎週土曜日　午前9時～午後5時（要予約）

毎週月曜日　午前9時30分（健康手帳持参）

１2/14(水）　午後1時30分（要予約）（健康手帳持参）

１2/12(月）　午前10時（要予約）

１2/22(木）　午前10時（健康手帳持参）

１2/28(水）　午前9時30分（母子健康手帳持参）

１2/14(水）　午前10時（母子健康手帳持参）

１2/15(木）　午後2時30分（要予約）（母子健康手帳・タオル持参）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

新城保健センター

新城保健センター

指 導 室

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会鳳来センター

社会福祉協議会作手センター

フリ ー ダ イ ヤ ル

社 会 福 祉 協 議 会

作手総合支所健康福祉課

市 民 課

保 険 医 療 課

都 市 計 画 課

新城まちなみ情報センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

�23-7366

�23-8551

�23-8551

�23-8551

�23-7652

�22-4076

�23-5618

�23-5618

�32-0553

�38-1481

�0120-874-412

�23-5618

�37-2211

�23-7628

�23-7625

�23-7640

�24-0001

�32-2811

�32-2811

�32-2811

�32-2811

�32-2811

�32-2811

�32-2811

相 談 名 な ど � 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　　と こ ろ � 　　　申し込み・問い合わせ�

12月の各種相談 ※印は前々日までにご予約ください

※
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12月の夜間緊急医・休日診療所

夜間緊急医輪番表（午後7時～11時）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

ほ うら い ク リ ニ ッ ク

村 松 内 科

茶 臼 山 厚 生 病 院

高 木 内 科 医 院

高 木 内 科 医 院

ち さ と 医 院

静 巌 堂 医 院

な が し の クリ ニ ック

荻 野 医 院

宮 本 病 院

静 巌 堂 医 院

織 田 医 院

原 田 小 児 科 内 科 医 院

永 田 内 科

く ま が い 医 院

さ く ら 眼 科

星 野 病 院

ち さ と 医 院

石川整形外科クリニック

緑 が 丘 診 療 所

あ いきょうクリニック

今 泉 医 院

な が し の クリ ニ ック

今 泉 病 院

荻 野 医 院

おさだファミリークリニック

皮フ科 新 栄クリニック

春 日 眼 科

内 山 医 院

西 新 町 内 科 外 科 医 院

く ま が い 医 院

（ 大 野 ）

（ 東 新 町 ）

（ 富 沢 ）

（ 栄 町 ）

（ 栄 町 ）

（ 杉 山 ）

（ 海 老 ）

（ 長 篠 ）

（ 長 篠 ）

（ 海 老 ）

（ 海 老 ）

（ 下 吉 田 ）

（ 大 野 田 ）

（ 諏 訪 ）

（ 富 永 ）

（ 上 平 井 ）

（ 大 野 ）

（ 杉 山 ）

（ 平 井 ）

（ 緑 が 丘 ）

（ 大 野 田 ）

（ 玖 老 勢 ）

（ 長 篠 ）

（ 栄 町 ）

（ 長 篠 ）

（ 本 町 ）

（ 平 井 ）

（ 杉 山 ）

（ 平 井 ）

（ 東 新 町 ）

（ 富 永 ）

32－1026

22－0026

22－2266

22－2861

22－2861

23－4321

35－0022

32－3223

32－0020

35－0811

35－0022

34－0021

23－3221

23－3301

23－6800

22－4100

32－1515

23－4321

24－6500

24－4026

24－1777

35－1003

32－3223

22－1150

32－0020

23－7772

24－6022

24－3222

24－1212

22－0372

23－6800

外来のみで、午後7時から11時までですので受診を希望される方は、
容態を事前に連絡してお越しください。また、緊急医は都合で変わる
ことがあります。

夜間緊急医

　みなさんからの医療機関の問い合わせに

対し、県救急医療情報センターが、365日

24時間体制で、最寄の医療機関を案内して

います。

　なお、インターネットで直接検索するこ

とができます。

　救急医療センター　　�22－1133

　　http：／／www．qq．pref．aichi．jp／

　午後11時から翌朝午前8時までと休日診

療所診療時間外は、新城市民病院で対応し

ます。

問い合わせ　新城市民病院　�22－2171

　くすり・医療用品などに関する緊急の相談・

質問など。

問い合わせ　新城薬剤師会

　　　開設時間　午後9時～翌朝午前9時

　　　� 090－5007－1200

　　医科・歯科を開設しています。

診療時間

　　医科（午前9時30分～午後4時30分）

　　歯科（午前9時～正午）

開 設 日

　　12月 4日（日）・11日（日）

　　　　18日（日）・23日（金・祝）

　　　　25日（日）・31日（土）

なお、30日（金）は歯科のみ診察します。

開設場所

　　新城市矢部字上ノ川1番地8

　　新城休日診療所　�23－3665

　診療は、外来のみです。

　利用されるときは、必ず「健康保険証」

などをご持参ください。

県救急医療情報システム

休　日　診　療　所

深　夜　な　ど　の　対　応

く　す　り　安　心　電　話



広報しんしろ「ほのか」は、環境に優しい大豆インキ及び
古紙配合率100％再生紙を使用しています。 

問い合わせ　観光協会鳳来支部   � 32‐0022　

問い合わせ　作手総合支所 作手教育課   � 37‐2211　

問い合わせ　設楽原歴史資料館   � 22‐0673　

【大晦日】

除夜の鐘　　　　　　　　　午後11時（鳳来寺鐘楼）

甘酒サービス(先着1000名) 午後11時（鳳来寺本堂前）

�【元旦】

祝箸プレゼント　　　　　　午前0時（鳳来寺本堂前）

木の葉書プレゼント　　　　午前0時（鳳来山東照宮前）

鳳来寺の粛然とした空気が、心身を祓い清めます。

大晦日から新年にかけては、除夜の鐘つきに参加してみませんか。

梵鐘に描かれた十二神将は、棟方志功の筆によるもので、一見の

価値があります。

設楽原歴史資料館では、12月４日（日）まで、特別企

画｢奥三河の戦国展｣を開催し、この地方に残され

ている貴重な戦国時代の史料を展示しています。

また、愛知県古銃研究会、長篠・設楽原鉄砲隊の

ご協力により、火縄銃などの手入れを特別公開し

ます。

日　時　12月3日（土）～4日（日）　午前10時～午後2時

場　所　設楽原歴史資料館研修室

料　金　企画展観覧料　大　　人　400円

　　　　　　　　　　　小中学生　100円

　　　　　　　　　　　小学3年生以下無料

※火縄銃手入れのみの見学は無料

鳳来寺山パークウェイ駐車場開門　午後11時

日　時

12月10日（土）

1部／午後2時　開演
　　　（午後1時30分開場）

2部／午後6時　開演
　　　（午後5時30分開場）

会　場

鬼久保ふれあい広場内

リフレッシュセンター

出　演

1部／ハミングバード

2部／森剣治と

インターナショナル

デキシーランド

カンパニー

入場料

1部／無料

2部／2,000円
　　　（限定120枚）

森剣治とインター
ナショナルデキシー
ランドカンパニー

昭和60年4月、この地
方で唯一のデキシーラ
ンドジャズバンドとし
て結成される。
リーダーの森剣治は名
古屋のモダンジャズ界
のリーダー的存在であ
るばかりでなく、その
活躍は全国にも聞こえ
ている。

【プログラム】

1部／クリスマスソングをみんなで楽しもう！

2部／ニューオリンズジャズを聴く

　　　☆星に願いを　☆ 小さな古時計　☆五つの銅貨　他

　デキシー発祥の地、ニューオリ

ンズの復興支援をアメリカ赤十字

を通じて行います。

コンサート当日、またはチケット

購買時に寄付を受け付けますので

ご協力お願いします。


